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【今月の表紙】
上段　第60回マリア幼稚園卒園式
 （３月17日）
中段　さかえ保育所修了式 （３月25日）
下段　いずみ保育園卒園式 （３月19日）

４月からは

　小学生♪
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特 集 Ⅰ ピックアップ！おしゃまんべピックアップ！おしゃまんべ 町民の活動報告町民の活動報告町民の活動報告
　
３
月
、
町
内
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の
卒
業
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と
し
て
、
卒

業
生
と
そ
の
保
護
者
の
み
の
参
加
に
限
定
し
、
人
と
人

と
の
間
隔
を
空
け
る
な
ど
の
対
応
を
行
い
、
式
典
も
時

間
を
短
縮
す
る
な
ど
感
染
予
防
に
留
意
し
た
上
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
成
長
し
た
立
派
な
姿
を
披
露
し
、
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
で
過
ご
し
た
思
い
出

と
希
望
を
胸
に
新
た
な
進
路
へ
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
こ
の
た
び
、
長
万
部
町
消
防
団
長
万

部
分
団
長
の
種
市
章
さ
ん
が
、
消
防
庁

長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

　
種
市
さ
ん
は
、
昭
和
５２
年
４
月
に
長

万
部
町
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
長
万

部
分
団
部
長
、
副
分
団
長
を
歴
任
し
、

平
成
３０
年
４
月
か
ら
長
万
部
分
団
長
と

し
て
長
万
部
町
の
防
災
活
動
に
従
事
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
使
命
の
重
要
性
を
認
識
し
、
水

火
災
・
地
震
等
の
災
害
現
場
で
の
活
躍

は
も
と
よ
り
、
住
民
に
対
す
る
防
災
啓

発
活
動
や
防
火
査
察
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
当
町
の
消
防
団
活
動
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

種
市 

長
万
部
分
団
長
に

消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続
功
労
章

種
市 

長
万
部
分
団
長
に

消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続
功
労
章

町
内
各
所
で
卒
業
式
を
挙
行

町
内
各
所
で
卒
業
式
を
挙
行

長万部小学校卒業式（3月19日）

静狩小学校卒業式（3月19日）

長万部中学校卒業式（3月13日） 長万部高等学校卒業式（3月2日）

2020年3月25日、東京理科大学は、2020年度に長万部キャンパスで開講する基礎工学部の１年次の全授業日程の
実施を見送り、葛飾キャンパスで実施する決定について発表

　東京理科大学では、新型コロナウイルス感染症対策について、現在、依然として終息の見通しが立たない状況であり、
学生の健康と安全の確保を第一優先としながらも、長万部キャンパスでの基礎工学部の全寮制による１年次の全人教育を
2020年度も実施すべく、慎重にリスク分析と対応策の検討が重ねられましたが、当該感染症の治療法がはっきりしない
現時点では、全人教育の柱である全寮制で大学生活を過ごすことに対する不安を完全には払拭することはできないと判断
され、誠に残念ではありますが、長万部キャンパスでの授業実施は見送り、葛飾キャンパスで実施する決定に至りました。
　なお、2020年度の長万部キャンパスの管理は通常通りとし、学部・学科の再編につきましては、予定通り実施する計画で、
これに伴う学生寮、教育設備、教員宿舎などの施設整備は継続して進められるとの発表です。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大防止に係る2020年度東京理科大学
長万部キャンパスにおける基礎工学部の授業実施見送りについて

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大防止に係る2020年度東京理科大学
長万部キャンパスにおける基礎工学部の授業実施見送りについて

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大防止に係る2020年度東京理科大学
長万部キャンパスにおける基礎工学部の授業実施見送りについて
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長万部町×東京理科大学地方創生事業レポート長万部町×東京理科大学地方創生事業レポート長万部町×東京理科大学地方創生事業レポート

　先月の「レポート」でお知らせしたとおり、長万部アグリ㈱のミニトマト
（「ENRICH MINI TOMATO」）が、「一般財団法人格付けジャパン研究機構」
という格付け機関によって行われた、データに基づく分析で、日本一と格付け
されましたが、２月末には授賞式が行われ、右写真の認定証が授与されました。
　この日本一との評価を嬉しく思
うと共に、平素よりご愛顧、応援
頂いている長万部町内の皆さまの
お蔭と、感謝申し上げます。
　今後も、より良いミニトマトの
出荷に努めて参りますので、引き
続き、よろしくお願い申し上げます。

　東京理科大学の長万部キャンパスが春休み入りした２月下旬
以降、写真の熱交換器で、長万部町の温泉熱を利用して温めら
れた水のハウス内循環が開始されました。地方創生事業で設置
した「保温機能の高い温泉送水管」で、熱利用が可能となった
ものです。

　「ENRICH TOMATO」のミニトマト及びジュースのセット（右写真）の長万
部町の「ふるさと納税返礼品」、町外にお住まいのお知り合いの方がいらしたら、
是非お奨め頂けます様、お願い致します。長万部町のふるさと納税に貢献できる様、
努めて参ります。

●長万部アグリ株式会社のミニトマトの格付け機関での表彰

●トマトハウス内の、温泉熱利用の開始

●ふるさと納税継続中

■お問い合せについては、以下までお願いします。
トマト事業関連 ： 長万部アグリ株式会社　　☎ 070－4800－6833

 https://www.oshamambe-agri.co.jp
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3,700万円でスタート!
　今年のまちの台所といえる予算は、一般会計が
47億3,700万円で、前年度に比較し8,400万
円の減となりました。
　特別会計を含めた総額は、79億2,631万円と
なります。
　新年度の予算編成にあたっては、引き続き、行
財政改革に取り組み、税財源確保はもとより財源
を最大限有効に活用するとの観点から、予算全体
を精査し、各種の計画に則り、防災、子育て支援、
産業の振興、福祉、教育、観光のまちづくりなど、
諸施策にわたり可能な限り予算編成をいたしまし
た。

町　税　の　状　況
科　　　目 予　算　額 構　成　比
町 民 税 257,077� 43.1
固 定 資 産 税 267,725� 44.9
軽 自 動 車 税 12,380� 2.1
町 た ば こ 税 55,000� 9.2
入 湯 税 4,000� 0.7
合 　 計 596,182� 100.0

特 別 会 計 予 算
（単位：千円）

国 保 会 計

後期高齢者医療会計

介護保険特別会計

下 水 道 会 計

病 院 事 業 会 計

ガ ス 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

〈歳　入〉 〈歳　出〉
国民健康保険税 157,600� 保 険 給 付 費 513,091�
道 支 出 金 519,711� 国民健康保険事業費納付金 210,810�
繰 入 金 81,202� そ の 他 36,012�
そ の 他 1,400�

計 759,913 計 759,913 

〈歳　入〉 〈歳　出〉
保 険 料 63,698� 広域連合納付金 1,758�
繰 入 金 38,557� 総 務 費 100,406�
そ の 他 169� そ の 他 260�

計 102,424 計 102,424 

〈歳　入〉 〈歳　出〉
支払基金交付金 197,572� 保 険 給 付 費 705,391�
国 庫 支 出 金 200,989� そ の 他 99,317�
道 支 出 金 119,739�
繰 入 金 168,040�
保 険 料 外 118,368�

計 804,708 計 804,708 

※特別会計の資本的会計等を掲載していないので、記載の一般会　計と特別会計の合計は総額と異なります。

〈歳　入〉 〈歳　出〉
国 庫 支 出 金 7,500� 下 水 道 費 160,437�
繰 入 金 222,000� 公 債 費 外 151,233�
諸 収 入 外 82,170�

計 311,670 計 311,670 

〈収　入〉 〈支　出〉
医 業 収 益 593,124� 医 業 費 用 746,026�
医 業 外 収 益 122,290� 医 業 外 費 用 2,489�

計 715,414 計 748,515 

〈収　入〉 〈支　出〉
営 業 収 益 103,000� 事 業 費 用 128,558�
営 業 外 収 益 13,981� 営 業 外 費 用 12,832�
特 別 利 益 1,479�

計 118,460 計 141,390 

〈収　入〉 〈支　出〉
営 業 収 益 154,072� 営 業 費 用 138,405�
営 業 外 収 益 11,948� 営 業 外 費 用 14,325�

計 166,020 計 152,730 

～収益的収入・支出～

～収益的収入・支出～

～収益的収入・支出～

歳　入　の　状　況
（単位：千円）

議　会　費　70,788（1.5％）
労　働　費　　1,521（0.0％）
商　工　費　42,018（0.9％）

その他の内訳

使用料・手数料
分担金・負担金
180,958（3.8％）

繰入金
508,883
（10.8％）

寄附金
その他
107,254
（2.2％）

国庫支出金
381,010
（8.1％）

道支出金
190,430
（4.0％）

地方譲与税
その他
388,683（8.2％）町　債

355,600
（7.5％）

地方交付税
2,028,000
（42.8％）

町　税
596,182
（12.6％）

総　額
4,737,000
（100％）

29.4
％

自 主
財
源

依

存

財

源
70.6％

扶助費
279,660
（5.9％）

公債費
508,029
（10.7％）

普通建設事業費等
1,438,090
（30.3％）

その他
1,473,062
（31.2％）

人件費
1,038,159
（21.9％）

5

義

・
38

費

経

的
務

％

03費経
的

資
投

．

総　額
4,737,000
（100％）

3％

その他
135,362
（2.9％）

消防費
195,016
（4.1％）

公債費
508,029
（10.7％）

教育費
365,933
（7.7％）

土木費
622,414
（13.1％）

農林水産業費
301,648
（6.4％）

衛生費
717,298
（15.1％）

民生費
1,130,099
（23.9％）

総務費
761,201
（16.1％）

総　額
4,737,000
（100％）

災害復旧費　　156（0.0％）
諸 支 出 金　17,879（0.4％）
予　備　費　3,000（0.1％）

千円 ％

特
集
Ⅱ

令和２年度

一般会計予算 47億

まちの家計簿 令和２年度予算を家計に例えると…
　予算額をわかりやすくするため、歳入歳出の予算額47億3,700万円を一般家庭に置き
換えて圧縮し、500万円としています。

合　計　額　　　　　　５,０００,０００円

収　入　の　部 支　出　の　部
給　　　料 1,425,239円
 基　本　給 822,072円 町税／地方譲与税など
 手　　　当 603,167円 国庫支出金／道支出金

生　活　費 2,693,736円
 食　　　費 1,095,798円 人件費
 光 熱 水 費 394,041円 物件費
 保健医療費 295,187円 扶助費
 仕送り・町内会費など
 908,710円 繰出金／負担金／補助金など

実家からの支援 2,140,595円
地方交付税

パート収入 521,687円
分担金及び負担金／使用料及び手数料／財産収入／諸収入

ローンの借入 375,343円
町　債

家の増改築や車などの大きな買い物
 1,518,098円
普通建設事業費／災害復旧事業費

預貯金の取り崩し 537,136円
繰入金

ローンの返済 536,235円
公債費

前年からの繰越金 0円
繰越金

預貯金・翌年への繰越金 251,931円
積立金／歳出余剰金

歳出の状況（性質別） 歳出の状況（目的別）
（単位：千円）（単位：千円）

議　会　費　70,788（1.5％）
労　働　費　　1,521（0.0％）
商　工　費　42,018（0.9％）

その他の内訳
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分担金・負担金
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（10.8％）
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その他
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（2.2％）
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（42.8％）

町　税
596,182
（12.6％）

総　額
4,737,000
（100％）

29.4
％

自 主
財
源

依

存

財

源
70.6％

扶助費
279,660
（5.9％）

公債費
508,029
（10.7％）
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（30.3％）

その他
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（31.2％）
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5

義

・
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費

経

的
務

％
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的

資
投

．
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3,700万円でスタート!
　今年のまちの台所といえる予算は、一般会計が
47億3,700万円で、前年度に比較し8,400万
円の減となりました。
　特別会計を含めた総額は、79億2,631万円と
なります。
　新年度の予算編成にあたっては、引き続き、行
財政改革に取り組み、税財源確保はもとより財源
を最大限有効に活用するとの観点から、予算全体
を精査し、各種の計画に則り、防災、子育て支援、
産業の振興、福祉、教育、観光のまちづくりなど、
諸施策にわたり可能な限り予算編成をいたしまし
た。

町　税　の　状　況
科　　　目 予　算　額 構　成　比
町 民 税 257,077� 43.1
固 定 資 産 税 267,725� 44.9
軽 自 動 車 税 12,380� 2.1
町 た ば こ 税 55,000� 9.2
入 湯 税 4,000� 0.7
合 　 計 596,182� 100.0

特 別 会 計 予 算
（単位：千円）

国 保 会 計

後期高齢者医療会計

介護保険特別会計

下 水 道 会 計

病 院 事 業 会 計

ガ ス 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

〈歳　入〉 〈歳　出〉
国民健康保険税 157,600� 保 険 給 付 費 513,091�
道 支 出 金 519,711� 国民健康保険事業費納付金 210,810�
繰 入 金 81,202� そ の 他 36,012�
そ の 他 1,400�

計 759,913 計 759,913 

〈歳　入〉 〈歳　出〉
保 険 料 63,698� 広域連合納付金 1,758�
繰 入 金 38,557� 総 務 費 100,406�
そ の 他 169� そ の 他 260�

計 102,424 計 102,424 

〈歳　入〉 〈歳　出〉
支払基金交付金 197,572� 保 険 給 付 費 705,391�
国 庫 支 出 金 200,989� そ の 他 99,317�
道 支 出 金 119,739�
繰 入 金 168,040�
保 険 料 外 118,368�

計 804,708 計 804,708 

※特別会計の資本的会計等を掲載していないので、記載の一般会　計と特別会計の合計は総額と異なります。

〈歳　入〉 〈歳　出〉
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歳　入　の　状　況
（単位：千円）
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労　働　費　　1,521（0.0％）
商　工　費　42,018（0.9％）

その他の内訳

使用料・手数料
分担金・負担金
180,958（3.8％）

繰入金
508,883
（10.8％）

寄附金
その他
107,254
（2.2％）

国庫支出金
381,010
（8.1％）

道支出金
190,430
（4.0％）

地方譲与税
その他
388,683（8.2％）町　債

355,600
（7.5％）

地方交付税
2,028,000
（42.8％）

町　税
596,182
（12.6％）

総　額
4,737,000
（100％）

29.4
％

自 主
財
源
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存

財

源
70.6％

扶助費
279,660
（5.9％）

公債費
508,029
（10.7％）

普通建設事業費等
1,438,090
（30.3％）

その他
1,473,062
（31.2％）

人件費
1,038,159
（21.9％）
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（2.9％）
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（7.7％）
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（13.1％）
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（23.9％）
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（16.1％）

総　額
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（100％）

災害復旧費　　156（0.0％）
諸 支 出 金　17,879（0.4％）
予　備　費　3,000（0.1％）

千円 ％

特
集
Ⅱ
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■多面的機能支払交付金事業補助 294万円
■酪農ヘルパー利用組合補助 200万円
■長万部中部地区道営草地整備 1,675万円
■公共牧場管理運営 1,850万円
■町有林間伐等林業事業 2,955万円
■未来につなぐ森づくり推進事業補助
 292万円
■分収造林 482万円
■森林基幹道豊津・黒岩線林道整備
 2,000万円
■水産基盤整備（長万部・国縫漁港）
 4,260万円
■水産廃棄物リサイクル施設運営
 4,049万円
■ホタテ貝の稚貝に関する調査研究事業
　（アイヌ政策推進） 4,740万円
■商工会運営費補助 550万円
■毛がにまつり事業補助 350万円
■合宿誘致事業補助 150万円
■観光協会運営費補助 920万円
■多目的活動支援センターあつまんべ運営
 669万円

（新規）し尿処理施設解体整理 7,064万円
（新規）双葉振興会館修繕 792万円
（新規）洪水ハザードマップ作成業務 495万円
（新規） 北海道総合行政情報ネットワーク更新　

整備 347万円
（新規）移動等円滑化促進方針策定調査業務
 230万円
■公共施設等ストックマネジメント計画策定
　業務 746万円
■地域おこし協力隊 555万円
■まちづくり総合計画策定業務 512万円
■北海道新幹線建設負担金 7,347万円
■生活交通確保対策事業補助 580万円
■ふるさと納税返礼 2,295万円
■ＬＥＤ防犯灯・街路灯借上 517万円
■街路灯設置・電気料補助 481万円
■渡島廃棄物処理広域連合負担金
 8,534万円
■ごみ処理施設運営 1億2,633万円
■汚水処理施設維持管理 3,550万円
■道路橋梁維持 2億3,790万円
■河川維持 730万円
■公共下水道（繰出金） 2億2,200万円
■公園整備 1,686万円
■町営住宅運営 2,767万円
■消防施設整備 1,420万円
■ガス・温泉採取供給 2,370万円

安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
と
豊
か
な
環
境
の
ま
ち
に

（新規）認定こども園整備事業補助
 1億7,800万円

（新規）保育所玄関前園路改修 163万円
■高齢者在宅福祉支援 1,100万円
■老人福祉バス運行 329万円
■高齢者生活福祉センター運営 2,300万円
■社会福祉法人施設補助 341万円
■町社会福祉協議会補助 1,162万円
■地域敬老会補助 205万円
■老人福祉センター運営 643万円
■保育所運営 1億1,385万円
■幼稚園等施設型給付負担金 3,140万円
■地域保育所等補助 370万円
■多子世帯保育料等軽減補助 280万円
■児童手当 5,360万円
■タクシー料金助成 949万円
■社会福祉施設入所者措置 240万円
■重度心身障がい者医療費 2,016万円
■心身障がい者自立支援 1億7,061万円
■ひとり親家庭等医療費 420万円
■乳幼児等医療費 1,404万円
■後期高齢者医療療養給付負担金 7,803万円
■後期高齢者医療（繰出金） 3,856万円
■国民健康保険（繰出金） 8,120万円
■介護保険（繰出金） 1億5,601万円
■町立病院（繰出金） 1億2,000万円

ふ
れ
あ
い
と
優
し
さ
が
支
え
る
ま
ち
に

創
造
的
で
活
力
あ
る
地
域
産
業
の
ま
ち
に

（新規）長万部小学校トイレ洋式化改修
 127万円
■小中学校児童・生徒就学援助 296万円
■スクールバス運行 2,580万円
■町民センター運営 181万円
■福祉センター運営 688万円
■学習文化センター運営 1,425万円
■スポーツセンター運営 906万円
■海洋センター運営 817万円
■学校給食センター運営 9,771万円
■東京理科大学長万部校舎環境整備事業補助
 450万円
■奨学金給付金・貸付金 214万円
■高校通学費・制服購入費補助 676万円

個
性
的
で
心
豊
か
な
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
に

特 集 Ⅱ 令和２年度一般会計予算

令和２年度に予定しているおもな事業令和２年度に予定しているおもな事業
まちづくり・防災・衛生・土木・下水道

農林水産・商工観光 教育・文化

福祉・保健・医療
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鑑
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す
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明
事
務
処
理
要
領

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。
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職
員
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務
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誓
に
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す
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を
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る
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例

　

会
計
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る
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を
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。
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定
資
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会
条

例
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を
改
正
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る
条
例

　

行
政
手
続
き
等
に
お
け
る
情
報

第１回町議会定例会第１回町議会定例会
20２０・３・10 開会

　令和２年第１回町議会定例会が、３月10日に開会され、
13日に閉会しました。
　この町議会定例会では、木幡町長が令和２年度町政執
行方針の表明と予算案を説明しました。その後、一般質
問のほか、条例の一部改正、新年度各会計の予算など、
議案28件について審議しました。
　おもな内容については、次のとおりです。
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法
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町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆ 

長
万
部
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

民
法
の
改
定
に
伴
い
、
用
語
や

条
項
な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◆ 

長
万
部
町
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
園
の
環
境
維
持
管
理
経
費
が

増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
園

使
用
料
の
増
額
改
定
を
行
う
も
の
。

◆ 

長
万
部
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
の
財

源
に
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
申
請

す
る
た
め
、
当
該
事
業
を
追
加
す

る
も
の
。

◆ 

渡
島
公
平
委
員
会
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

渡
島
公
平
委
員
会
か
ら
「
山
越

郡
衛
生
処
理
組
合
が
脱
退
す
る
こ

と
に
伴
う
変
更
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
十
号
）

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
七
十
二
万

七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
五

十
三
億
七
千
百
二
十
八
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算 

（
第
一
号
）

　

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
百
十
二
万
六
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
九
千
九
百
四
十
万

八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算 
（
第
三
号
）

　

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
四
千
六
百
三
十
四
万
一
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
八
億
二
千
三

百
十
四
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

 

（
第
三
号
）

　

令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四

千
八
百
万
三
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
八
億
六
千
七
百
万
四
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算 

（
第
四
号
）

　

令
和
元
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
千
二
百
十
一
万
八
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
七
億
二
千
二

百
二
十
五
万
八
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

◆
ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算

 

（
第
三
号
）

　

令
和
元
年
度
ガ
ス
事
業
会
計
の

収
益
的
支
出
を
二
百
四
十
一
万
八

千
円
追
加
し
、
収
益
的
支
出
の
予

算
総
額
を
一
億
三
千
五
百
三
十
七

万
八
千
円
に
、
ま
た
、
資
本
的
収

入
は
百
七
十
三
万
二
千
円
を
減
額

し
、
資
本
的
収
入
の
予
算
総
額
六

千
六
百
六
十
六
万
八
千
円
、
資
本

的
支
出
は
、
二
百
八
十
万
六
千
円

を
減
額
し
、
資
本
的
支
出
の
予
算

総
額
九
千
百
九
十
二
万
三
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

 

（
第
三
号
）

　

令
和
元
年
度
水
道
事
業
会
計
の

収
益
的
支
出
を
百
四
十
万
五
千
円

追
加
し
、
収
益
的
支
出
の
予
算
総

額
一
億
四
千
三
百
一
万
五
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
七
百
八

十
二
万
円
を
減
額
し
、
資
本
的
収

入
の
予
算
総
額
百
九
十
五
万
四
千

円
、
資
本
的
支
出
は
、
一
千
二
百

三
十
二
万
円
を
減
額
し
、
資
本
的

支
出
の
予
算
総
額
五
千
三
百
五
十

六
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

 

（
第
三
号
）

　

令
和
元
年
度
病
院
事
業
会
計
の

収
益
的
収
入
を
六
千
万
円
減
額

し
、
収
益
的
収
入
の
予
算
総
額
五

億
九
千
五
十
万
円
、
収
益
的
支
出

を
二
千
六
百
二
十
万
円
減
額
し
、

収
益
的
支
出
の
予
算
総
額
六
億
五

千
三
百
五
十
四
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
支
出
を
百
二
十

万
円
減
額
し
、
資
本
的
支
出
の
予

算
総
額
一
千
七
百
八
十
一
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
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昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平

成
か
ら
令
和
へ
の
改
元
、
吉
野
彰

氏
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
や
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の

日
本
代
表
チ
ー
ム
の
活
躍
な
ど
、

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、

九
月
の
台
風
㆒⓹
号
、
十
月
の
台
風

㆒⓽
号
と
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
に
よ

り
、
各
地
で
大
規
模
な
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
第
３
次
長
万
部
町
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
」
は
、
令
和
二
年

度
で
最
終
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
新
た
な
計
画
策
定
に
向
け

た
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

人
口
の
減
少
が
進
む
中
、
町
政
も

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
各
種
事

業
の
執
行
に
は
更
な
る
創
意
と
工

夫
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
行
政
と
し
て

適
切
か
つ
効
果
的
な
予
算
編
成
に

努
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
は
「
町
民
一
人
ひ
と
り
」
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
、
ふ
る
さ
と

長
万
部
が
今
後
も
輝
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
身
の
丈
に
合
っ
た
足
腰

の
強
い
行
政
基
盤
づ
く
り
に
邁
進

い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
大
切
に
町
政
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

防
災
関
係
で
は
、
平
成
二
十
九

年
度
よ
り
進
め
て
お
り
ま
し
た
防

災
行
政
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
工
事
の
完

了
に
伴
い
令
和
二
年
度
か
ら
の
本

格
運
用
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
災
害
時
に

使
用
す
る
毛
布
、
敷
き
マ
ッ
ト
等

の
計
画
的
な
整
備
や
災
害
パ
ネ
ル

展
等
を
開
催
し
、
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
で
は
、
長
万
部

町
交
通
安
全
指
導
員
協
議
会
を
中

心
に
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携

し
、
旗
の
波
運
動
や
街
頭
指
導
を

実
施
し
な
が
ら
、
交
通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
、

児
童
生
徒
の
交
通
安
全
の
確
保
を

重
点
と
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交

通
事
故
の
減
少
と
死
亡
事
故
の
撲

滅
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
四
月
八
日
夜
、
全
国
各

地
か
ら
長
万
部
町
に
東
京
理
科
大

学
基
礎
工
学
部
三
十
四
期
生
が
入

寮
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
来
年
以
降
の
学
部
・

学
科
再
編
に
よ
り
基
礎
工
学
部
長

万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
設
以
来
、

最
後
の
入
寮
と
な
り
ま
す
が
、
例

年
同
様
に
理
科
大
生
歓
迎
の
フ

ラ
ッ
グ
を
商
店
街
や
温
泉
街
、
理

科
大
ま
で
の
通
り
な
ど
に
掲
げ
る

な
ど
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
温
か
い
気
持
ち
で
迎
え
て

あ
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事

業
と
し
て
最
終
年
度
を
迎
え
て
い

る
理
科
大
と
の
連
携
に
よ
る
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
糖
度
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
エ
ン

リ
ッ
チ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
順
調
に

栽
培
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
、一
般
社
団
法
人「
格
付
け
ジ
ャ

パ
ン
研
究
機
構
」に
よ
る
評
価
で
、

全
国
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
十
一
品
目
の

中
で
一
位
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。

　

評
価
は
、
甘
さ
、
リ
コ
ピ
ン
な

ど
の
栄
養
価
、
そ
し
て
価
格
の
要

素
を
合
わ
せ
た
総
合
評
価
に
よ
り

判
定
さ
れ
、
見
事
総
合
一
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
認

証
資
格
が
二
年
間
与
え
ら
れ
る
た

め
、
販
路
拡
大
及
び
安
定
し
た
自

立
経
営
に
向
け
、
有
効
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
グ
リ
事
業
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で

は
、
理
科
大
に
送
ら
れ
て
い
る
温

泉
を
学
生
不
在
期
間
の
熱
利
用
を

可
能
と
す
る
熱
交
換
設
備
設
置
が

二
月
初
旬
に
完
了
し
、
現
在
一
棟

目
の
ハ
ウ
ス
で
こ
の
熱
利
用
に
よ

る
栽
培
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
灯

油
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
引
き
続
き
高
品
質
な

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
安
定
し
た
生
産
体

制
の
確
立
に
よ
り
、
恒
常
的
な
黒

字
化
で
の
自
立
経
営
を
維
持
・
拡

大
し
、
地
方
創
生
事
業
の
成
功
例

と
し
て
更
な
る
発
展
に
期
待
を
し

て
お
り
ま
す
。

※【
注
記
】
本
執
行
方
針
は
三
月

令和２年度
町政執行方針
令和２年度
町政執行方針

和
二
年
第
一
回
町
議
会
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
政
執
行
に
対
す
る
所
信
と
町
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
の
重
責
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
以
来
、
長
万
部
町

の
更
な
る
発
展
と
町
民
生
活
の
向

上
を
目
指
し
、
町
政
の
執
行
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、議
員
各
位
を
は
じ
め
、

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

令

防
災
関
係
及
び

交
通
安
全
対
策

東
京
理
科
大
学
関
係
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十
日
時
点
の
も
の
で
、
そ
の
後
理

科
大
は
、
三
月
二
十
五
日
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年
度
長

万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
基
礎

工
学
部
の
授
業
実
施
は
見
送
り
、

葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
す
る
決

定
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
期
の
第
４
次
総
合
計
画
は
、

既
に
今
年
度
よ
り
策
定
作
業
に

入
っ
て
お
り
、
昨
年
十
一
月
に
は

計
画
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
と
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
先
を
見

据
え
て
の
若
い
世
代
の
意
見
に
つ

い
て
も
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
る

た
め
の
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学

生
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
併
せ
て

実
施
し
て
お
り
、
町
の
現
況
や
課

題
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
内
で
は
「
第
２
期

長
万
部
町
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
作
業
と
併
せ
、
主
要
課
題
の
見

直
し
と
整
理
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
基
本
構
想
や
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
素
案
な
ど
も
含
め
、

基
本
計
画
素
案
を
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
で
の
協
議
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、令
和
２
年
度
末
を
目
途
に
、

引
き
続
き
令
和
三
年
度
以
降
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
十
年
間

の
総
合
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
、
昨
年
十
二
月
に

第
２
期
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
に
お
い

て
も
、
現
在
「
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
」
と
並
行
し
て
次
期
「
総
合

戦
略
」の
策
定
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

第
１
期
の
戦
略
の
評
価
を
行
い
、

本
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
直
し

な
が
ら
、
国
や
北
海
道
の
「
総
合

戦
略
」
を
勘
案
し
て
、
更
な
る
人

口
減
少
対
策
の
強
化
を
目
指
し
て
、

次
期
「
総
合
戦
略
」
の
策
定
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

策
定
作
業
に
お
い
て
は
、
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
生
・
生
徒
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
現
況
や
課
題

の
抽
出
を
実
施
す
る
と
共
に
、
若

手
の
町
職
員
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地

域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
の
認

識
を
明
確
化
し
、
総
合
戦
略
の
方

向
性
や
そ
れ
ら
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
の
意
見

を
出
し
合
う
企
画
を
実
施
し
な
が

ら
、
戦
略
素
案
の
作
成
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

更
に
、「
総
合
戦
略
」
に
お
け

る
取
組
を
「
長
万
部
町
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
」
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
両
者
の

調
和
性
を
確
保
す
る
た
め
、
次
期

「
総
合
戦
略
」
の
計
画
年
次
を
六

年
間
に
調
整
す
る
な
ど
、
庁
内
で

検
討
し
た
戦
略
素
案
を
町
民
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
会
議
で
の
議
論
も

い
た
だ
い
た
中
で
、
次
期
「
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、「
総
合
計
画
」

と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
人
口
減
少

と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
と
地
域

の
更
な
る
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
十
六
年
度
に

長
万
部
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
都
市
計

画
決
定
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
在
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら

令
和
六
年
度
（
二
〇
二
四
年
度
）

ま
で
の
二
十
年
間
を
計
画
期
間
と

し
て
い
ま
す
が
、
令
和
二
年
度
に

予
定
さ
れ
る
北
海
道
の
地
区
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
踏
ま
え

て
、
現
在
、「
長
万
部
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
作

業
を
進
め
て
お
り
、
今
月
中
を
目

途
に
新
た
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
都
市
計

画
決
定
に
向
け
て
、
関
係
す
る
準

備
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
に
お
い
て
は
、
新

幹
線
駅
周
辺
整
備
に
係
る
「
長
万

部
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
の
提
言
を
踏
ま
え
、
駅
周
辺

整
備
な
ど
に
密
接
に
関
連
す
る
、

都
市
機
能
の
集
積
と
居
住
を
誘
導

す
る
区
域
を
定
め
る
「
立
地
適
正

化
計
画
」
の
策
定
と
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
重
点
整
備
区
域
の
検
討

や
、
具
体
的
な
課
題
を
整
理
す
る

「
移
動
円
滑
化
促
進
方
針
」
の
策

定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
、
駅
前

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

を
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
で
は
五
つ
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
計
画
・
施
工
中
で
あ

り
、
二
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、

掘
削
中
の
立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
ル
コ

ツ
工
区
で
は
、
本
坑
五
，〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
延
長
一
，〇
四

一
メ
ー
ト
ル
が
掘
削
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
内
浦
ト
ン
ネ
ル
の
静
狩
工

区
は
本
坑
五
，五
七
〇
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
、
延
長
五
八
八
メ
ー
ト
ル

が
掘
削
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
掘
削
を
予
定
す
る
も
の
と

し
て
、
立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
豊
津
工

区
に
つ
い
て
は
、
本
年
春
頃
、
豊

野
ト
ン
ネ
ル
外
一
箇
所
他
工
事
で

は
、
豊
野
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、

本
年
夏
頃
の
掘
削
開
始
を
目
標
に

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
先
の
一
月
に
発
注
さ
れ

た
国
縫
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
も
、

現
在
施
工
計
画
を
作
成
中
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　

新
幹
線
の
地
上
部
で
あ
る
明
か

り
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

町
内
ほ
ぼ
全
て
の
区
間
で
測
量
調

査
や
新
幹
線
と
交
差
す
る
道
路
や

河
川
な
ど
の
付
け
替
え
協
議
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
用
地
買
収

や
支
障
物
件
の
移
転
な
ど
、
市
街

地
部
分
を
含
め
た
協
議
が
本
格
化

し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
幹
線

工
事
に
伴
い
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
生
活
に
で
き
る
限
り
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
最
大
限
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
事
業
が
円
滑
に
推
進

で
き
る
よ
う
、
建
設
主
体
で
あ
る

鉄
道
・
運
輸
機
構
と
の
連
携
を
密

に
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た
取
組

と
い
た
し
ま
し
て
、
平
成
三
十
年

三
月
に
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

の
、「
長
万
部
ま
ち
づ
く
り
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、

提
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
長
万
部
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
議
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、
交
通
ア
ク
セ
ス
分
野
、
ま

ち
な
み
形
成
分
野
、
観
光
振
興
分

長
万
部
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

北
海
道
新
幹
線
関
係

第
４
次
長
万
部
町
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画

長
万
部
町
創
生

総

合

戦

略

長
万
部
ま
ち
づ
く
り
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
組
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野
の
三
つ
の
分
野
、
十
六
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
三
十
施
策
と
、
開
業

ま
で
の
年
度
別
の
取
組
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り
、
現
在
、
こ
れ
に
沿
っ
て
、

町
道
本
町
通
の
道
道
昇
格
要
望
な

ど
の
駅
周
辺
整
備
に
係
る
関
係
機

関
と
の
協
議
や
、
駅
前
周
辺
整
備

な
ど
を
反
映
し
た
長
万
部
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
作
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
分
野
の
中
で

は
広
域
連
携
の
取
組
と
し
て
、
新

幹
線
開
業
に
向
け
て
、
長
万
部

町
・
黒
松
内
町
・
豊
浦
町
の
三
町

連
携
会
議
「
は
し
っ
こ
同
盟
」
に

つ
い
て
、
昨
年
四
月
に
協
定
を
締

結
し
、
各
町
産
業
ま
つ
り
で
名
産

品
の
販
売
や
三
町
協
同
の
「
は

し
っ
こ
豚
丼
」
を
試
験
販
売
す
る

な
ど
、
地
域
連
携
の
可
能
性
・
方

向
性
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
幹
線
開
業
効
果
を

最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
提
言
の
あ
っ
た

施
策
の
方
向
性
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
な
が

ら
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
に
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
酪
農
の
担
い
手
不
足

を
解
消
す
る
た
め
募
集
し
た
農
業

支
援
員
一
名
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
将
来
の
定
住
に
向
け
た
足
が

か
り
と
な
る
よ
う
搾
乳
や
飼
料
給

与
な
ど
の
作
業
経
験
に
従
事
し
て

お
り
、
令
和
二
年
度
は
最
終
年
の

三
年
目
と
な
る
た
め
、
協
力
隊
員

の
意
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
現
在

の
業
務
に
加
え
、
新
た
な
分
野
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
、
定
住･

自

立
に
向
け
た
取
組
に
対
す
る
支
援

を
、積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
度
は
、
新
た

に
地
域
文
化
推
進
員
一
名
、
地
域

文
化
推
進
補
助
員
一
名
、
観
光
推

進
員
一
名
の
合
計
三
名
を
募
集

し
、
地
域
文
化
推
進
員
に
つ
い
て

は
、
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

と
し
て
、
図
書
館
活
動
や
地
域
の

文
化
活
動
を
推
進
し
、
地
域
文
化

推
進
補
助
員
は
そ
の
補
助
を
担
っ

て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

観
光
推
進
員
に
つ
い
て
は
、
観

光
業
務
に
従
事
し
、
町
外
に
向
け

て
長
万
部
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た

だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
共
に
支
え
合
い
、
長
寿
で
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

と
し
た
、
第
７
期
長
万
部
町
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
「
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
」「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
」「
多

様
な
暮
ら
し
を
支
え
合
う
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
標
に
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

努
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
に
、
相
談
や
見
守
り
体
制
等

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整

備
、
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進
、

認
知
症
の
総
合
的
な
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。��

　

更
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
相
談
受
付
、
生
活

支
援
な
ど
の
ほ
か
、
在
宅
で
の
生

活
を
支
え
る
介
護
予
防
事
業
等
を

推
進
し
な
が
ら
、
介
護
保
険
事
業

の
安
定
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
は
、
計
画
の
最
終

年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
三

年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
三

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
８
期

長
万
部
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

��

ま
た
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が

そ
の
能
力
や
経
験
を
生
か
し
、
積

極
的
に
社
会
参
加
が
で
き
る
場
づ

く
り
と
し
て
、
地
域
敬
老
会
へ
の

助
成
、老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
、
福
祉
バ

ス
の
運
行
な
ど
令
和
二
年
度
も
継

続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
３
次
長
万
部
町
障
が
い
者
基

本
計
画
、
第
５
期
長
万
部
町
障
が

い
福
祉
計
画
、
第
１
期
長
万
部
町

障
が
い
児
福
祉
計
画
を
基
に
「
障

が
い
者
の
だ
れ
も
が
自
立
し
、
安

心
し
て
暮
ら
し
支
え
合
え
る
町
」

を
目
指
し
、「
障
が
い
者
等
の
自

己
決
定
と
自
己
選
択
の
尊
重
」「
地

域
生
活
へ
の
移
行
や
就
労
支
援
等

の
課
題
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
整
備
」「
障
が
い
児
支

援
体
制
整
備
」
を
目
標
に
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

　

障
が
い
に
対
す
る
理
解
促
進
を

図
り
、
相
談
支
援
体
制
や
情
報
提

供
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

個
々
に
応
じ
た
的
確
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

　

ま
た
、
町
内
に
在
住
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
の
集
ま
れ
る
場
所
と

し
て
、
軽
作
業
を
行
う
こ
と
で
生

き
が
い
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
場
所
と
し
て
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。��

　

令
和
二
年
度
は
、
計
画
の
最
終

年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
三

年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
三

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
６
期

長
万
部
町
障
が
い
福
祉
計
画
、
第

２
期
長
万
部
町
障
が
い
児
福
祉
計

画
策
定
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

町
民
の
「
健
康
寿
命
の
延
伸
と

健
や
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
」

を
基
本
理
念
と
し
た
長
万
部
町
健

康
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
「
健
や

か
に
産
み
育
て
る
」「
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
悪
化
の
防
止
」「
こ

こ
ろ
の
健
康
保
持
」
を
目
標
に
家

庭
や
教
育
関
係
機
関
、
商
工
・
農

業
・
漁
業
団
体
、
町
内
会
等
と
連

携
し
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
の
健
康
で
は
、
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
時
や
乳
幼
児
健
診
な

ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
個
別
相
談

や
育
児
相
談
を
継
続
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
妊
婦
一
般
健
診

費
用
及
び
通
院
費
、
新
生
児
聴
覚

検
査
費
用
の
一
部
助
成
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

食
育
に
つ
い
て
は
、
幼
少
期
か

ら
食
へ
の
関
心
を
持
ち
、
栄
養
や

食
の
安
全
へ
の
理
解
を
深
め
、
健

康
的
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
悪
化
の

防
止
で
は
、
少
年
期
か
ら
の
知
識

の
普
及
や
良
い
生
活
習
慣
に
つ
い

て
の
周
知
、
健
診
の
重
要
性
に
つ

い
て
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
啓
蒙
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
対
策

及
び
介
護
保
険
事
業

障
が
い
者
福
祉
関
係

町
民
の
健
康
増
進

地
域
お
こ
し
協
力
隊
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ま
た
、
受
診
率
向
上
の
た
め
検
診

料
金
の
一
部
助
成
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
保
持
で
は
、
個

別
の
健
康
相
談
体
制
の
充
実
を
図

り
、
面
談
や
電
話
に
よ
る
相
談
事

業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
立
保
育
所
で
は
、
職
員
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
保
護
者

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
環
境
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
内
に
設
置
し
て

い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

み
ん
な
の
広
場
や
遊
び
の
広
場
な

ど
親
子
遊
び
の
場
の
提
供
、
子
育

て
相
談
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
応

援
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
十
月
か
ら
始
ま
っ
た
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
、

引
き
続
き
令
和
二
年
度
に
つ
い
て

も
子
育
て
世
代
へ
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
拡
大
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
町
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園

に
二
人
以
上
で
入
所
の
就
学
前
第

二
子
以
降
の
児
童
の
無
料
化
は
、

令
和
二
年
度
も
実
施
し
、
子
育
て

支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
マ
リ
ア
幼
稚
園
に
お
い

て
、
〇
〜
二
歳
児
の
保
育
の
需
要

増
に
鑑
み
、
教
育
・
保
育
を
一
体

的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

令
和
三
年
度
に
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
を

安
心
し
て
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
学
童
保
育
を
民
間

事
業
者
に
委
託
し
、
昼
間
、
留
守

家
庭
の
児
童
の
放
課
後
等
に
、
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
民
間
の
保
育
園
に
対
し
、
経
営

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
令
和
二

年
度
も
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
に
あ
る
地
域
会
館
の
中

で
、
経
年
劣
化
が
進
む
双
葉
振
興

会
館
に
つ
い
て
は
、
屋
根
及
び
玄

関
前
の
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
環

境
問
題
対
策
へ
の
取
組
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
持
っ
て
環

境
負
荷
の
少
な
い
生
活
様
式
へ
と

転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。

　
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば

資
源
」
の
言
葉
ど
お
り
、
自
然
に

優
し
い
循
環
型
の
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、
ご
み
減
量
化

の
一
環
と
し
て
、
生
ご
み
堆
肥
化

容
器
購
入
補
助
や
廃
食
用
油
、
小

型
家
電
、
衣
類
等
の
無
料
回
収
を

継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
岸
漂
着
物
の
回
収
・
処
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
事
業
を
利

用
し
て
静
狩
地
区
・
旭
浜
地
区
・

長
万
部
地
区
に
つ
い
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
は
、
低
炭
素
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
の
節
電
対
策
を
強

化
す
る
た
め
、
各
団
体
が
管
理
し

て
い
る
街
路
灯
の
電
気
料
金
補
助

及
び
設
置
改
良
補
助
を
継
続
い
た

し
ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
補
助
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
交
換
の

推
進
と
維
持
管
理
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

山
越
郡
衛
生
処
理
組
合
か
ら
引

き
継
ぐ
予
定
の
、
し
尿
処
理
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
解
体
整
理
す

る
た
め
、
各
洗
浄
清
掃
作
業
及
び

解
体
設
計
を
実
施
し
、
令
和
三
年

度
解
体
工
事
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

酪
農
経
営
の
安
定
的
発
展
を
図

る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組

合
や
乳
牛
検
定
組
合
等
に
対
す
る

助
成
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
の
コ
ス
ト
低
減

と
規
模
拡
大
を
図
る
た
め
、
町
営

に
よ
る
公
共
牧
場
事
業
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

肉
用
牛
は
、
町
有
貸
付
牛
の
貸

付
け
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

農
業
共
済
組
合
や
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
生
産
者

の
技
術
支
援
や
巡
回
指
導
等
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
等
の
ま
ん

延
防
止
を
図
る
た
め
、
地
域
衛
生

管
理
体
制
整
備
事
業
を
実
施
し
、

地
域
の
家
畜
衛
生
体
制
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
営
草
地
整
備
事
業
は
、
公
共

牧
場
を
含
め
た
実
施
計
画
区
域

で
、
草
地
整
備
改
良
、
暗
渠
排
水

な
ど
順
次
工
事
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

各
地
区
の
農
地
及
び
営
農
用
水

施
設
等
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
を
実
施
し
、
保
全
活
動
の
支

援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
対
策
と
し
て
は
、

東
京
都
や
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

就
農
フ
ェ
ア
に
長
万
部
町
の
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
本
町
農
業
の
Ｐ
Ｒ

や
就
農
へ
の
情
報
発
信
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
有
林
保
育
事
業
で
は
、
豊

津
・
共
立
・
静
狩
地
区
町
有
林
の

多
面
的
な
機
能
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
た
め
、地
拵
・
植
栽
、下
刈
、

間
伐
事
業
な
ど
の
一
体
的
な
整
備

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
有
林
保
育
事
業
で
は
、「
未

来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
よ
る
造
林
奨
励
事
業
補
助

を
行
う
と
と
も
に
、
町
単
独
事
業

と
し
て
「
民
有
林
造
林
推
進
下
刈

奨
励
事
業
」
に
よ
る
下
刈
事
業
補

助
を
行
い
、
林
業
振
興
と
森
林
機

能
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

豊
津
・
国
縫
各
地
区
の
分
収
造

林
契
約
地
は
、
下
刈
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
営
事
業
は
、
豊
津
地
区
の
町

有
林
及
び
民
有
林
事
業
推
進
の
た

め
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
基
幹
林
道
豊
津
黒
岩
線
整

備
を
、
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
ヒ
グ
マ

や
エ
ゾ
シ
カ
に
加
え
、
キ
ツ
ネ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
小
動
物
に
よ
る

農
業
被
害
も
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
緩
衝
帯
整
備
や
戸
締
り
の
徹

底
等
に
よ
り
物
理
的
な
侵
入
経
路

を
ふ
さ
ぐ
な
ど
の
対
策
と
同
時
に
、

林

業

振

興

地
域
会
館
関
係

児
童
福
祉
関
係

生
活
環
境
関
係

農

業

振

興
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こ
れ
ら
を
捕
獲
す
る
た
め
の
箱
わ

な
を
農
場
の
畜
舎
周
辺
等
に
設
置

す
る
こ
と
で
個
体
数
の
調
整
を
図

る
な
ど
、
農
林
業
被
害
の
未
然
防

止
の
た
め
長
万
部
町
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
が
そ
の
取
組
の
中

心
と
な
り
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な
対
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
令
和
元
年
に
お
け
る
ホ

タ
テ
貝
養
殖
漁
業
の
漁
獲
量
及
び

漁
獲
金
額
は
、
記
録
的
な
斃
死
等

な
ど
の
生
育
不
良
の
影
響
を
受

け
、
漁
獲
量
で
六
，七
二
二
ト
ン
、

漁
獲
金
額
で
は
十
八
億
八
，七
三

一
万
円
と
な
り
、前
年
と
比
較
し
、

漁
獲
量
で
五
六
・
一
％
の
減
と
な

り
、
漁
獲
金
額
で
も
五
六
・
七
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
タ
テ
の
生
育
状
況
は
、
昨
年

十
二
月
に
渡
島
北
部
地
区
水
産
技

術
普
及
指
導
所
が
調
査
し
た
結

果
、
昨
年
よ
り
五
カ
年
計
画
で
開

始
し
た
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金

事
業
に
て
管
外
よ
り
移
入
し
た
稚

貝
を
含
め
、
お
お
む
ね
良
好
な
生

育
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、

注
意
深
く
生
育
調
査
等
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

漁
業
振
興
で
は
、
漁
業
近
代
化

資
金
借
入
金
に
対
す
る
利
子
助
成

や
、
漁
港
街
路
灯
電
気
料
の
補
助

を
行
い
、
漁
家
経
営
の
安
定
化
と

健
全
な
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な

り
、
長
万
部
漁
港
の
機
能
保
全
工

事
や
静
狩
漁
港
の
漂
砂
対
策
と
し

て
、
防
砂
堤
の
新
設
工
事
を
行
う

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
北
海
道
が
事
業

主
体
と
な
り
、
漁
村
再
生
交
付
金

事
業
の
採
択
を
受
け
、
国
縫
漁
港

内
船
揚
場
改
良
工
事
も
昨
年
に
引

き
続
き
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
の

縮
小
が
続
く
中
、本
町
の
商
工
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、商
工
会
へ
の

運
営
費
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
と
連
携
し
、
中

小
企
業
の
育
成
と
経
営
安
定
の
た

め
、
中
小
企
業
融
資
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
、
利
子
補
給
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
あ
つ
ま

ん
べ
は
、
町
内
外
の
団
体
主
催
に

よ
る
催
事
や
、
各
種
会
議
等
に
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
、
木
育
コ
ー

ナ
ー
も
親
子
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
積
極
的
に
活
用
い
た
だ

き
、
住
民
の
交
流
拠
点
と
な
り
、

地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
利
用

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
・
観
光
の
活
性
化
の
一
環

で
あ
り
ま
す
合
宿
誘
致
事
業
や
ク

ラ
ス
会
実
施
補
助
事
業
に
は
、
令

和
二
年
度
も
引
き
続
き
助
成
を
行

い
、関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、

一
層
の
誘
致
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

観
光
振
興
で
は
、
Ｊ
Ｒ
長
万
部

駅
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
長
万
部
観

光
協
会
に
よ
る
観
光
案
内
所
は
、

本
町
の
観
光
案
内
は
も
と
よ
り
、

名
産
品
販
売
所
と
し
て
広
く
知
ら

れ
て
お
り
、
国
内
を
は
じ
め
、
外

国
人
観
光
客
や
町
民
の
方
に
利
用

さ
れ
、
地
域
経
済
へ
の
寄
与
が
見

受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
は
、
運
営
に
係
る

人
件
費
の
ほ
か
、
進
む
国
際
化
社

会
に
対
応
す
べ
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済

導
入
の
た
め
、
レ
ジ
ス
タ
ー
購
入

等
に
助
成
を
行
い
、
観
光
の
拠
点

と
な
る
案
内
所
の
運
営
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
大
き
な
観
光
資

源
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
長
万
部
温

泉
の
温
泉
井
維
持
管
理
事
業
に
助

成
し
、
温
泉
施
設
の
安
全
と
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
本
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
ま
す
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛

が
に
ま
つ
り
」
に
助
成
し
、
地
域

特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行

い
、
町
内
外
の
各
団
体
と
の
連
携

を
強
め
、地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
更

な
る
観
光
振
興
・
地
域
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
雇
用
情
勢
は
改
善
を

続
け
て
い
る
も
の
の
、
北
海
道
は

他
地
域
と
の
比
較
で
は
回
復
の
遅

れ
が
指
摘
さ
れ
、
未
だ
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
良
質
で
安
定

的
な
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
引

き
続
き
渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇
用

促
進
支
援
協
議
会
等
関
係
機
関
と

連
絡
を
密
に
し
、
求
人
情
報
や
各

種
事
業
等
の
周
知
を
進
め
る
と
と

も
に
、
国
や
道
と
連
携
し
て
雇
用

の
確
保
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

近
年
の
消
費
生
活
相
談
の
多
様

化
に
伴
い
、
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
渡
島
管
内
の
全
て
の
市
町
と
協

力
し
て
、
よ
り
高
度
な
対
応
が
で

き
る
「
函
館
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
相
談
引
継
ぎ
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
で
は
、
北
海
道
が

交
付
す
る
地
方
消
費
者
行
政
強
化

事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
担
当
職

員
を
専
門
的
な
研
修
に
派
遣
す
る

こ
と
に
よ
り
資
質
向
上
を
行
い
、

更
な
る
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
木
事
業
で
は
、
長
万
部
町
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
し
て
、
町
道
橋
の
橋

梁
点
検
調
査
業
務
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

町
道
橋
は
五
年
に
一
度
の
法
定

点
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

来
年
度
は
、
町
道
橋
七
十
八
橋
の

う
ち
三
十
三
橋
に
つ
い
て
の
点
検

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
道
の
舗
装
補
修
工

事
や
排
水
路
の
清
掃
、
河
川
の
土

砂
除
去
な
ど
計
画
的
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
事
業
で
は
、
長
万
部
公
園

宿
泊
者
の
た
め
の
簡
易
入
浴
施
設

設
置
工
事
を
単
独
事
業
で
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
の
環
境
維
持
機
能

の
充
実
を
図
る
た
め
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
町
外
利
用
者
の
使
用
料
と

長
万
部
公
園
バ
ン
ガ
ロ
ー
及
び
テ

ン
ト
サ
イ
ト
使
用
料
を
改
定
す
る

た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
を
本
定

例
会
に
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
事
業
で
は
、
大
浜
地

区
の
町
営
住
宅
を
除
く
全
て
の
町

建

設

関

係

消
費
生
活
相
談
関
係

労

政

関

係

漁

業

振

興

商
工
・
観
光
振
興
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営
住
宅
の
火
災
警
報
器
更
新
工
事

及
び
夜
間
停
電
時
に
お
け
る
入
居

者
避
難
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

町
営
住
宅
あ
や
め
団
地
の
共
用
廊

下
・
階
段
に
設
置
し
て
い
る
、
非

常
照
明
用
器
具
の
交
換
工
事
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
住
宅
施
設
や
設
備
の

維
持
、
修
繕
な
ど
、
計
画
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
利
用
状
況
は
、

令
和
二
年
一
月
末
現
在
、
供
用
開

始
区
域
内
人
口
三
，八
八
三
人
に

対
し
、
下
水
道
接
続
人
口
は
二
，

八
二
五
人
で
、
水
洗
化
率
七
二
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

に
向
け
、
水
洗
化
の
普
及
促
進
に

努
め
、
自
主
財
源
の
適
正
な
確
保

と
経
営
の
効
率
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
を

下
水
道
施
設
で
受
け
入
れ
て
処
理

を
す
る
汚
水
処
理
施
設
共
同
整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

試
験
運
転
も
順
調
に
行
わ
れ
て
お

り
、
予
定
ど
お
り
令
和
二
年
度
か

ら
の
稼
働
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
元
年
度
の
経
営
状
況
は
、

ガ
ス
販
売
量
が
一
月
末
現
在
で
前

年
度
を
若
干
上
回
っ
て
お
り
ま
す

が
、
施
設
修
繕
費
等
の
増
加
等
に

よ
り
、
単
年
度
収
支
で
赤
字
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
、
経
年
管
対
策
事
業
で
あ
る
ガ

ス
本
支
管
改
良
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

収
益
は
、
ガ
ス
売
上
の
微
減
を

見
込
ん
で
お
り
、
加
え
て
施
設
修

理
費
等
の
増
加
に
よ
り
、
単
年
度

収
支
で
赤
字
の
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ガ
ス
料
金
は
、
令
和
二
年
度
も

引
き
続
き
、
主
原
料
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
輸
入
価
格
の
変
動
に
よ
り
、

単
位
料
金
単
価
を
調
整
す
る
「
原

料
費
調
整
制
度
」
に
基
づ
い
て
、

ガ
ス
供
給
条
例
で
定
め
る
料
金
を

毎
月
調
整
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
厳
し
い
経
営
環
境
で
は
あ
り
ま

す
が
、
保
安
の
確
保
と
安
全
性
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
健
全

な
経
営
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
給
水
件
数
、

給
水
量
と
も
に
一
月
末
現
在
で
、

前
年
度
よ
り
下
回
り
ま
し
た
が
、

経
費
の
節
減
に
よ
り
、
単
年
度
収

支
で
黒
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
二
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
、
水
道
管
移
設
及
び
配
水
管
改

良
工
事
の
費
用
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　

収
益
は
、
給
水
収
益
の
微
減
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
経
費
の

減
少
に
よ
り
、
単
年
度
収
支
で
黒

字
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
経
費
の
節
減
を
図
り
効
率
的

な
事
業
運
営
を
実
施
し
、
安
全
な

水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
み
な
さ
ん
の
健
康
を
支
え
る

町
内
唯
一
の
病
院
と
し
て
、ま
た
、

救
急
告
示
病
院
と
し
て
、
そ
の
機

能
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
内
科
医
師
一
名
、

外
科
医
師
一
名
の
常
勤
医
師
二
名

と
嘱
託
内
科
医
師
二
名
に
よ
る
診

療
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
・
金
曜
日
に
北
大
小

児
科
か
ら
医
師
派
遣
を
い
た
だ
き

小
児
科
診
療
及
び
函
館
の
民
間
病

院
に
よ
る
二
か
月
に
一
回
の
眼
科

診
療
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
四
月
よ
り
新
た
に
函
館

中
央
病
院
の
整
形
外
科
医
に
よ
る

外
来
診
療
を
月
二
回
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

土
曜
・
日
曜
日
の
救
急
医
療
に

つ
き
ま
し
て
は
、
北
大
病
院
な
ど

か
ら
医
師
の
派
遣
を
い
た
だ
き
診

療
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
化
の
進
展
や
多
様
化
す

る
診
療
需
要
等
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
病
院
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、経
営
安
定
化
に
努
め
、

訪
問
診
療
や
健
康
診
断
・
各
種
検

診
及
び
予
防
接
種
等
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
信

頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

近
年
の
複
雑
多
様
化
、
大
規
模

化
す
る
火
災
や
災
害
に
対
応
す
る

万
全
な
消
防
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
消
防
施
設
装
備
、
消
防
水
利

の
整
備
に
努
め
、
住
民
誰
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、

防
火
対
象
物
の
立
入
検
査
を
徹
底

し
違
反
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、

避
難
訓
練
や
防
火
指
導
に
よ
り
予

防
意
識
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

適
正
設
置
や
早
期
更
新
を
促
し
、

火
災
に
よ
る
被
災
者
の
抑
制
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
医
療

機
関
と
の
連
携
強
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
高
度
な
救
命
処
置
の

で
き
る
認
定
救
命
士
を
計
画
的
に

養
成
し
、
総
合
的
な
救
急
対
応
能

力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
株

式
会
社
堀
川
清
掃
が
総
務
省
消
防

庁
か
ら
消
防
団
協
力
事
業
所
の
認

定
を
受
け
る
な
ど
、
民
間
事
業
所

と
の
連
携
体
制
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
国
が
定
め
る
装
備
基
準
に

基
づ
き
消
防
団
の
装
備
資
機
材
を

整
備
し
、
団
員
の
安
全
確
保
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

消

防

関

係

町
立
病
院
事
業

水

道

事

業

公
共
下
水
道
事
業

ガ

ス

事

業
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令和２年度
教育行政執行方針

　令和２年第１回長万部町議会定例会の開会にあたり、
長万部町教育委員会が所管する教育行政の執行方針に
ついて、近藤英隆教育長がその大綱を表明しました。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
等
の
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、

学
校
や
社
会
等
で
の
あ
ら
ゆ
る
活

動
が
、
今
後
益
々
変
化
し
て
い
く

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
社
会
課
題
は
複
雑
・

多
様
化
し
て
お
り
、
明
確
な
答
え

の
な
い
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
、

学
び
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
今
後
の
社
会
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会

は
、「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め

の
教
育
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
学
校
・
地
域
・
家

庭
が
連
携
・
協
働
し
た
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
と

そ
の
活
用
を
重
要
な
課
題
と
捉

え
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
両

面
か
ら
効
果
的
な
取
組
を
検
討

し
、
教
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

【
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育

課
程
編
成
】

　

小
学
校
で
は
、
新
学
習
指
導
要

領
に
よ
る
教
育
課
程
が
編
成
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
に
立
ち
、
質
の
高
い
教
育

に
よ
り
学
習
内
容
を
深
く
理
解
す

る
資
質
・
能
力
の
育
成
と
生
涯
に

わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続
け
る

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
各
学
校
に
お
い
て
も
、

新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
授
業

改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
学
ぶ
環
境
の
向
上
に
つ

い
て
、
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

【
幼
・
小
・
中
・
高
・
大
学
連
携

に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
】

　

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
あ
る
本

町
の
特
色
を
最
大
限
に
活
か
し
た

教
育
が
行
え
る
よ
う
、「
長
万
部

町
教
育
連
携
会
議
」等
を
活
用
し
、

共
通
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整

理
・
検
討
し
て
、
学
校
教
育
活
動

の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

【
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
た
取
組
】

　
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
目
的
と
し
、
学
校
と
地

域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・

協
力
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
学

校
運
営
協
議
会
」
に
お
い
て
、
委

員
の
皆
様
と
協
議
を
行
い
、
学
校

に
お
け
る
様
々
な
学
習
活
動
に
対

し
て
、
地
域
人
材
の
活
用
機
会
を

検
討
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
」を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

【
学
力
・
体
力
向
上
等
へ
の
取
組
】

　

学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し

て
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
実
施
と
町
独
自
の
標
準
学
力
テ

ス
ト
の
実
施
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
学
習
に
対
す
る
理
解
度
に
つ
い

て
の
把
握
に
努
め
ま
す
。
そ
の
上

で
、
授
業
内
容
に
工
夫
を
加
え
る

な
ど
、
学
力
向
上
に
繋
げ
る
た
め

の
授
業
改
善
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力

の
向
上
の
た
め
、
家
庭
学
習
の
定

着
化
と
読
書
活
動
の
取
組
に
つ
い

て
、
保
護
者
へ
の
啓
発
も
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

体
力
向
上
の
取
り
組
み
で
は
、

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
を
実
施
し
て
、
児
童
生

徒
の
実
態
と
課
題
を
分
析
い
た
し

ま
す
。
そ
の
分
析
を
基
に
学
校
に

お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指

導
方
法
を
工
夫
す
る
な
ど
、
改
善

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お

い
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
自
己

の
生
き
方
を
考
え
て
い
く
た
め
の

資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
た

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
一
環
と
し

て
の
「
ふ
る
さ
と
学
」
に
つ
い
て

も
、
継
続
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
育
へ
の
取
組
】

　
「
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
」
に
は
、
学
校

内
の
教
員
同
士
が
協
力
し
、
児
童

生
徒
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
支
援
委
員
会
議
等

を
通
じ
て
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・

保
健
福
祉
課
と
の
情
報
連
携
を
図

り
、
就
学
前
か
ら
の
情
報
収
集
に

努
め
、
就
学
指
導
を
適
切
に
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

【
い
じ
め
防
止
・
不
登
校
等
児
童

生
徒
へ
の
取
組
】

　

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

学
級
活
動
や
道
徳
の
中
で
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
が
「
い
じ
め
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
」
と
い
う

強
い
意
識
を
持
た
せ
る
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
把
握
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
い
じ
め

の
早
期
発
見
に
繋
げ
、
問
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

不
登
校
等
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
学
校
適
応
指
導
専
門
員
の
配

置
と
北
海
道
教
育
委
員
会
事
業
を

活
用
し
た
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
を
行
う
な
ど
体
制
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
学

校
で
は
、
定
期
的
な
家
庭
訪
問
や

保
護
者
と
の
連
絡
を
取
り
合
う
な

ど
、
不
登
校
解
消
に
向
け
て
の
対

応
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

【
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

取
組
】

　

教
職
員
が
授
業
や
授
業
準
備
等

に
集
中
し
、
健
康
で
や
り
が
い
を

持
っ
て
い
き
い
き
と
勤
務
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
、
よ
り
質
の
高
い

教
育
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
平
成
三
十
年
十
月
に
策
定
し

た
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

『
長
万
部
町
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
』」
に
基
づ
き
、
本
来
担
う
べ

き
業
務
に
専
念
で
き
る
環
境
の
整

備
や
「
学
校
閉
庁
日
」
の
設
定
等
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
係
る
取
組

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

【
学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
】

　

学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
の
た

め
、
随
時
、
安
全
性
の
点
検
・
確

認
を
実
施
し
、
適
切
な
修
繕
・
更

新
等
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
員

の
中
で
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減

は
じ
め
に
　
　
　
　

学
校
教
育
に
つ
い
て
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や
予
算
の
平
準
化
、
戦
略
的
に
施

設
整
備
を
進
め
る
べ
く
、
学
校
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
中
学
校
の
暖
房
用
ボ
イ

ラ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
、
改
修
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
高
等
学
校
支
援
】

　

長
万
部
高
等
学
校
の
生
徒
確
保

に
向
け
、
制
服
購
入
費
補
助
、
通

学
費
補
助
、
奨
学
金
制
度
を
実
施

し
、
通
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
て

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
行

う
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
揃
っ
て

い
る
と
い
う
長
万
部
町
の
特
色
を

守
る
た
め
に
も
、「
長
万
部
高
校

の
教
育
を
地
域
と
と
も
に
考
え
る

会
」
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
魅

力
あ
る
高
校
づ
く
り
の
た
め
に
協

力
し
て
参
り
ま
す
。

【
通
学
路
の
安
全
確
保
】

　

児
童
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
長
万
部
町
青
少

年
健
全
育
成
推
進
協
議
会
に
は
、

「
合
同
点
検
」
の
実
施
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
町
民
や
保
護
者
等
か

ら
の
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
の
情

報
提
供
に
対
し
て
、
安
全
確
保
に

向
け
た
可
能
な
限
り
迅
速
に
か
つ

効
果
的
な
対
応
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
不
審
者
情
報
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
は
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど

の
速
や
か
な
対
応
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。

【
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
】

　
「
安
全･

安
心
で
お
い
し
い
給

食
」
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
献
立

内
容
の
工
夫
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
学
校
給
食
施
設
の
衛
生
管
理
基

準
」
に
基
づ
く
調
理
作
業
の
実
践

と
食
材
調
達
に
お
け
る
産
地
・
鮮

度
確
認
の
厳
格
化
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
及
び

機
械
設
備
の
更
新
や
補
修
等
を
実

施
し
、
調
理
環
境
の
整
備
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
令
和
二
年
度
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
し
た
高
圧
受
電

設
備
の
更
新
と
空
調
機
の
冷
温
水

コ
イ
ル
交
換
を
実
施
し
ま
す
。

【
食
育
の
推
進
】

　

小
・
中
学
校
で
は
、
栄
養
教
諭

が
中
核
と
な
り
、
各
学
校
ご
と
に

策
定
さ
れ
た
食
育
計
画
に
基
づ
き

指
導
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も

そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
地
元
食

材
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
食
べ
物
を

無
駄
に
し
な
い
意
識
の
醸
成
と
定

着
を
図
り
、
食
に
対
す
る
知
識
や

マ
ナ
ー
等
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

指
導
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
育
の
実
現
に
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
給
食
だ
よ
り
や

学
校
で
の
試
食
会
な
ど
に
よ
り
、

保
護
者
等
へ
の
広
報･

啓
発
活
動

を
継
続
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

【
給
食
材
料
の
選
定
】

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食

を
提
供
す
る
た
め
、
原
材
料
価
格

の
動
向
を
見
極
め
、
食
材
等
を
工

夫
し
な
が
ら
、
地
元
食
材
の
使
用

に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

【 

給
食
費
の
未
納
・
滞
納
解
消
へ

の
取
組
】

　

給
食
費
の
未
納
と
滞
納
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
未
納

者
へ
の
通
知
や
訪
問
、
電
話
等
に

よ
る
督
促
の
ほ
か
、
児
童
手
当
か

ら
の
特
別
徴
収
も
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
長
万
部
町
債
権

管
理
委
員
会
と
連
携
し
、
一
層
の

滞
納
解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
推
進
の
取
組
】

　
「
第
三
次
長
万
部
町
生
涯
学
習

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
社
会
教

育
委
員
や
社
会
教
育
関
係
団
体
等

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
町
民

の
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
、
人
づ

く
り
や
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
社

会
教
育
活
動
の
発
展
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

地
域
子
ど
も
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
地
域
活
動
、
自
発
的
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、各
種
団
体
・
サ
ー

ク
ル
な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
し
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
世
代
に

応
じ
た
学
習
活
動
と
体
験
活
動
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
・

学
校
給
食
に
つ
い
て

社
会
教
育
に
つ
い
て

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た
青
少
年

の
健
全
育
成
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
三
次
計
画
期
間
が
令

和
二
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
か
ら
、「
第
四
次
長
万
部

町
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
の
策
定

に
向
け
、
検
討
・
協
議
に
つ
い
て

も
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
文
化
活
動
振
興
の
取
組
】

　

町
民
の
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る

生
活
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
文

化
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
、
文
化
活

動
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。

　

学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
を
活
用
し
た
優
れ
た
舞
台
芸
術

鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

長
万
部
町
文
化
協
会
と
連
携
し
た

取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
の
豊
か
な
情
操
を

育
む
た
め
、
よ
り
親
し
み
や
す
い

図
書
館
を
目
指
し
た
事
業
を
実
施

し
、
図
書
館
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

【 

文
化
財
保
護
・
保
存
・
活
用
の

取
組
】

　

長
万
部
町
の
貴
重
な
文
化
財
で

あ
り
ま
す
、
国
指
定
史
跡
「
東
蝦

夷
地
南
部
藩
陣
屋
跡
ヲ
シ
ャ
マ
ン

ベ
陣
屋
跡
」、
道
指
定
天
然
記
念

物
「
二
股
温
泉
の
石
灰
華
」、
静

狩
湿
原
な
ど
の
保
護
・
保
存
活
動

を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
工

事
に
伴
う
北
海
道
教
育
委
員
会
の

埋
蔵
文
化
財
調
査
に
も
対
応
し
て

参
り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
の
取
組
】

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
じ
て
、
町
民
が
健
康

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
活
動

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

　

長
万
部
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
は

じ
め
、
学
校
及
び
地
域
団
体
と
連

携
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

定
着
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
主
催
の
行
事
と
し

て
は
、第
五
十
回
を
む
か
え
る「
町

民
ふ
れ
あ
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
や

「
冬
の
レ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・

サ
ー
ク
ル
等
の
主
催
す
る
各
種
競

技
会
や
各
種
大
会
を
積
極
的
に
支

援
し
て
参
り
ま
す
。

　

町
民
プ
ー
ル
の
よ
り
一
層
の
活

用
を
図
る
た
め
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と

連
携
し
な
が
ら
、
取
組
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

【
社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管
理
】

　

社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管
理

の
た
め
、随
時
、安
全
性
の
点
検
・

確
認
を
実
施
し
、
適
切
な
修
繕
・

更
新
等
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

以
上
、
教
育
行
政
執
行
方
針
の

概
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
今
後
も
各
種
教
育
施
策
の
検

証
と
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
教
育

関
係
者
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、

よ
り
信
頼
さ
れ
る
教
育
行
政
の
執

行
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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4月1日付けで町職員の人事異動を行いましたので、行政機構図とあわせて職員を紹介します。

係　　　名 主幹・係長・主査

主幹・係長・主査等

係

係

出　 納　 室
室　　長　岡野喜美雄()兼会計管理者

教育次長　對馬　政宏
参　　事　佐藤　　修

学校給食センター
センター長　逢見　祐二

事務局長　豊嶋　慎一

消 防 長　中田　義之

署　　長　沼田　明宏

看護師長　草刈　志穂

　　　　　伊藤　純香

薬 局 長()兼田辺　知行

事 務 長　田辺　知行

事務次長　橋本　啓一

出 納

放 射 線 科

薬 局

臨床検査科

看 護 部

機能回復訓練室

中央材料室

栄養管理科

庶 務 係

医 事 係

学 校 教 育

社 会 教 育

議 事

庶 務

予 防

警 防

救 急

係長()兼岡野喜美雄

主幹兼係長
 田中　茂昭

係長　片倉　大輔

副看護師長
　　　浜野　孝子
　　　古谷　雅嗣

係長　原田　操子

係長　小川麻衣子

係長()兼橋本　啓一

係長　小林　隆弘
係長　北山　豊成
主査　濱田　偉大

主幹兼係長　
　　　増田　理恵

青柳　邦夫
山下　健一

小山内美宏

土橋　慶太

小松　　稔
伊藤　敏也

杉野　　匠　畑中　佑太（新採用）

坂本　　譲

中谷　　忠

佐藤　敏子　田中　明美　河副　真樹
松井奈津子　兼松小百合　佐藤　朋子
安田　清美　水野　明子　小松　　愛
浅井　千春　鈴木まこと　青木　美香
鈴木　歌織

佐藤　聖馬

種市友樹子

福嶋　瑞穂

三浦　安奈　小瀬　将史

佐藤　涼太

（道職員　佐藤桃子）

工藤　大智

角田　勇次　渋川　侑史
伊藤　章吾
工藤　幹典　中兼　孝信
髙橋　直樹
三上　勇樹　相木　郁弥
日下部滉介
平澤　淳規　佐々木優太
平田　裕也

◦議会事務局

◦教育委員会

◦消　　　防

◦病院（係体制）

教 育 長

院　 長

近 藤 英 隆

伊 藤 　 淳

主　幹 係長・主査 係

副 院 長 村　永　誠　一

係　　　名
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長万部町行政機構図 （令和２年４月１日現在） 

係　　　名 主幹・係長・主査 係

総　 務 　課

課　　長　本前　武広

まちづくり推進課
課　　長　加藤　慶一

新幹線推進課
課　　長　岸上　尚生
 （道から派遣）

税　 務　 課

課　　長　中山　裕幸

町　 民　 課
課　　長　佐藤　　剛
清掃センター長()兼佐藤　　剛
参　　事　大内　　修
うちうらクリーンセンター長()兼大内　　修

保 健 福 祉 課

課　　長　岡部　　忠
健康推進室長　野澤　明子
保育所長　米代　　剛

産 業 振 興 課

課　　長　小川　　洋

農 業 委 員 会
事務局長()併小川　　洋

建　 設　 課

課　　長　神野　隆之

水 道 ガ ス 課

課　　長　中里　博也

総 務

企 画

税 務

戸籍医療年金

福 祉

農 林

農 地

管 理

管 理

上 下 水 道

ガ ス 導 管

ガ ス 小 売

建 築 公 園
土 木
道 路 維 持

商 工 観 光
水 産

介 護 支 援
健 康 推 進
包 括 支 援

保 育

生 活 環 境

債 権 回 収

新 幹 線・
政 策 推 進

係長　伊藤　　篤

係長　小山内敏洋

主幹　田中　　浩
係長　新保　明宣

主幹　佐藤　　敦
係長　菅野　育美

主幹　田野　憲哉
係長　長田　朋裕

主幹　小野　昌文
係長　横手　宏匡

主幹()兼小野　昌文
係長()兼横手　宏匡

主幹　加藤　典明
係長　平　　和則

主幹　金谷　英俊
主幹　阿保　法彦
係長　逢見　法人
主幹兼係長
 藤井　弘道
係長　廣田　　栄

係長　上野　　訓
係長　山下　淳一
係長　外﨑　和彦

係長　嵯峨　友和
係長　篠田　幸伸

係長　佐々木　学
係長()兼野澤　明子
係長　鈴木　貴之

係長　篠田　朋子

係長　田中　友彦
主査　岡島　貴幸

主幹　工藤　貴司
係長　前田　和也

係長　大澤　貴文

田島　謙充　⎝兼吉井雄貴

佐々木脩人　澤田　拓哉

鈴木　雅裕　高﨑　十真　中山　優大

深川　　望　長田恵理子　神　　有咲
川村　界斗

種市　慎士　安澤　駿輝

石田　翔太

⎝兼石田翔太

三浦　桂吾　岸　　友真

西川　淳一

畠山　　隼

加藤　卓人

鈴木　浩太
白内　一昌
堀　有希宏

眞壁　直也
⎝兼眞壁直也

高林　洋嗣　梨木　陽介
杉野　　史　澤口　夏澄　池田雄二郎
武田　典子　田中　秀和　三田　　藍
木内まり子　千葉美智子　湯浅佳那子
三原　範子　千葉　友香　加賀谷　愛
兼平　綾乃　坂田このみ（新採用）

虻川　竜二　佐藤　大典

宇藤　貴章　中村　絵美　古西　祥衛

主幹兼係長
　　　田中　俊和 岡田　　幸　⎝兼田島謙充

主幹　佐藤　　久
係長　小川　博樹 加藤　綾香　吉井　雄貴

防 災 交 通

財 政

副 町 長

町 長 木 幡 正 志

佐 藤 英 代
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ふれあい健康センターでは１年をとおして下記の事業を実施しています。
事　　業　　名 対　　象　　者 実　施　日　程　 会　　　　場

母
　
　
と
　
　
子

乳 児 健 康 診 査
乳 幼 児 健 康 相 談

生後４ヵ月・７ヵ月
10ヵ月・1歳の乳幼児
※対象者には個別通知

毎月第４火曜日

ふれあい健康センター1歳6ヵ月児・３歳児・５歳児
健 康 診 査

1歳６ヵ月・３歳・５歳の幼児
※対象者には個別通知

５月・７月・９月・11月・
１月・３月の第３火曜日

歯 科 相 談
フ ッ 化 物 塗 布

歯が上下４本ずつ
生えてから入学前

※２歳児のみ個別通知
５月・８月・11月・２月の

第４木曜日

すくすく教室・のびのび広場 妊婦、乳幼児とその保護者 偶数月の第３水曜日 子育て支援センター
ふれあい健康センター

エ キ ノ コ ッ ク ス 検 診 小学校３年生以上 ７月30日（木） 長万部町立病院

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

子 宮 が ん 検 診 20歳以上の女性

７月頃～通年 八雲総合病院
５月頃～通年 伊達赤十字病院

５月16日（土）、10月２日（金）
11月11日（水）

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

９月７日（月） ふれあい健康センター

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性

通　　　年 長万部町立病院
７月頃～通年 八雲総合病院
５月頃～通年 伊達赤十字病院

５月16日（土）、10月２日（金）
11月11日（水）

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

９月７日（月） ふれあい健康センター

骨 粗 鬆 症 検 診 40歳以上の女性
通　　　年 長万部町立病院

５月16日（土）、10月２日（金）
11月11日（水）

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

特 定 健 診
国民健康保険加入の
40歳以上の方

※対象者には個別通知

通　　　年 長万部町立病院
８月22日（土）、10月20日（火）

２月４日（木） ふれあい健康センター

後 期 高 齢 者 健 康 診 査 後期高齢者保険に加入している方

８月22日（土）
10月20日（火）
２月４日（木）

ふれあい健康センター

健 康 診 査 生活保護を受けている
40歳以上の方

肝 炎 検 査 40～70歳
胃 が ん 検 診 40歳以上
肺 が ん 検 診 40歳以上
前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性

大 腸 が ん 検 診 40歳以上

６月１日（月）～５日（金）

ふれあい健康センター８月22日（土）、10月20日（火）
２月４日（木）

３月15日（月）～19日（金）
頭 の 検 診 40歳以上 10月１日（木）～３日（土） ふれあい健康センター

健
康
教
室

げ ん き 倶 楽 部 全　町　民 毎週水曜日 ふれあい健康センター
げ ん き 出 前 教 室 全　町　民 通　　　年 要望先
健 康 料 理 教 室 おおむね65歳以上の方とその家族 通　　　年 要望先

保 健 相 談・ 栄 養 相 談 全　町　民 役場窓口・電話で随時
詳細については、随時広報でお知らせします。

町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。

長万部健康ダイヤル24
24時間　年中無休　通話料・相談料無料

☎０１２０－５
こ

５
こ

８
は

－０
お し ゃ ま ん べ

４８
医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

　令和元年度から３年間、昭和37年４月２日～昭和54年４
月１日生まれの男性の方を対象に、風しんの抗体検査、予防
接種を実施しています。
　令和２年度は、上記の全ての対象の方にクーポン券を発行
する予定です。
　クーポン券は、４月下旬に案内を送付する予定です。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、子育て支援センター
で開催しているのびのび・よちよち・保育所開放は５月12日
まで休止することになりました。
　それに伴い４月15日に予定しておりました、すくすく教室・
のびのび広場も中止となります。
　子育て支援センターの再開は５月13日（水）を予定しています。
※状況により、再開日程が変更になる場合もあります。

　平成26年10月から平成30年度までの５年間、経過措置と
して成人の肺炎球菌予防接種を行っていましたが、令和元年
度から令和５年度までの５年間引き続き、65歳、70歳、75歳、
80歳、85歳、90歳、95歳または100歳となる日の属する
年度の初日から当該年度の末日までの間にある方を対象とす
ることとなりました。

成人男性の風しん対策のお知らせ成人男性の風しん対策のお知らせ成人男性の風しん対策のお知らせ

子育て支援センターからのお知らせ

令和２年度　対象の方へ

★対象年齢
１�．令和２年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
90歳、95歳、100歳になる方
　※�経過措置の令和元年度から令和５年度までの間は年度ごとに対象となる方は変わります。
　下記の表は令和２年度の対象者です。

２�．60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸
器の機能の障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
障がいを有する方
★接種方法　�成人用23価肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス）

を１回接種
　※注意：過去に１回でも肺炎球菌（ニューモバックス）の接種を受けた方は対象外となります。
★接種医療機関　長万部町立病院
※令和２年度接種対象者の方には、個別に接種勧奨通知を送付しています。

成人の肺炎球菌予防接種のお知らせ

対象年齢 生　　年　　月　　日
６５歳 昭和３０年４月２日生～昭和３１年４月１日生
７０歳 昭和２５年４月２日生～昭和２６年４月１日生
７５歳 昭和２０年４月２日生～昭和２１年４月１日生
８０歳 昭和１５年４月２日生～昭和１６年４月１日生
８５歳 昭和１０年４月２日生～昭和１１年４月１日生
９０歳 昭和　５年４月２日生～昭和　６年４月１日生
９５歳 大正１４年４月２日生～大正１５年４月１日生
１００歳 大正　９年４月２日生～大正１０年４月１日生

◆ がん検診クーポン券のお知らせ ◆

年齢 生　　年　　月　　日 対象となるがん検診
20歳 平成１１年４月２日～平成１２年４月１日

子
宮
が
ん
検
診
（
女
性
）

25歳 平成６年４月２日～平成７年４月１日
30歳 平成元年４月２日～平成２年４月１日
35歳 昭和５９年４月２日～昭和６０年４月１日
40歳 昭和５４年４月２日～昭和５５年４月１日 乳

が
ん
検
診

（
女
　
性
）

胃
・
肺
・

大
腸
が
ん
検
診

（
男
　
女
）

45歳 昭和４９年４月２日～昭和５０年４月１日
50歳 昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日 前

立
腺

が
ん
検
診

（
男
性
）

55歳 昭和３９年４月２日～昭和４０年４月１日
60歳 昭和３４年４月２日～昭和３５年４月１日

　今年も各がん検診が無料で受けられるクーポン券
を発行します！
令和２年度　がん検診無料クーポン券対象者
◆対象：町民の方で下記の生年月日の方

※�対象年齢の方には案内文書を７月頃に送付予定です。
※�無料クーポン券を利用できる医療機関は決められて
います。

※�長万部町立病院では４月から、伊達赤十字病院、
対がん協会（札幌がん検診センター）では５月か
ら、函館方面、八雲総合病院は７月頃から無料クー
ポン券利用可能予定です。
※�無料クーポン券到着前に利用したい方はお手数で
すが、ご連絡ください。

　バスの送迎で札幌対がん協会に出向き、日帰りで
検診を受けられます。子宮がん検診・骨粗しょう症
検診も同日に受けることが出来るので、便利です。
★対 象 者
　乳がん検診・骨粗しょう症検診：40歳以上の町民の方
　子宮がん検診：20歳以上の町民の方
　�２年に１回の検診となりますので、昨年受けてい
ない方が対象です。
★申込み受付　４月13日（月）～５月８日（金）
★検 診 日　５月16日（土）
★出発時間　役場６：30出発　15：00頃着予定
★検診場所　北海道対がん協会　札幌がん検診センター
★検診料金　乳がん検診　40歳代� 1,800円
　　　　　　乳がん検診　50歳以上�1,500円
　　　　　　子宮がん検診（頸部）� 1,600円
　　　　　　子宮がん検診（体部）� 700円
　　　　　　子宮がん検診（超音波）�1,000円
　　　　　　骨粗しょう症検診� 200円

無料クーポン券対象の方は検診
申込時クーポン券を発行します！

乳がん検診の検査技師
は全員女性です！

日帰りバスツアー検診 札幌対がん 日帰りバスツアー検診 
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ふれあい健康センターでは１年をとおして下記の事業を実施しています。
事　　業　　名 対　　象　　者 実　施　日　程　 会　　　　場

母
　
　
と
　
　
子

乳 児 健 康 診 査
乳 幼 児 健 康 相 談

生後４ヵ月・７ヵ月
10ヵ月・1歳の乳幼児
※対象者には個別通知

毎月第４火曜日

ふれあい健康センター1歳6ヵ月児・３歳児・５歳児
健 康 診 査

1歳６ヵ月・３歳・５歳の幼児
※対象者には個別通知

５月・７月・９月・11月・
１月・３月の第３火曜日

歯 科 相 談
フ ッ 化 物 塗 布

歯が上下４本ずつ
生えてから入学前

※２歳児のみ個別通知
５月・８月・11月・２月の

第４木曜日

すくすく教室・のびのび広場 妊婦、乳幼児とその保護者 偶数月の第３水曜日 子育て支援センター
ふれあい健康センター

エ キ ノ コ ッ ク ス 検 診 小学校３年生以上 ７月30日（木） 長万部町立病院

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

子 宮 が ん 検 診 20歳以上の女性

７月頃～通年 八雲総合病院
５月頃～通年 伊達赤十字病院

５月16日（土）、10月２日（金）
11月11日（水）

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

９月７日（月） ふれあい健康センター

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性

通　　　年 長万部町立病院
７月頃～通年 八雲総合病院
５月頃～通年 伊達赤十字病院

５月16日（土）、10月２日（金）
11月11日（水）

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

９月７日（月） ふれあい健康センター

骨 粗 鬆 症 検 診 40歳以上の女性
通　　　年 長万部町立病院

５月16日（土）、10月２日（金）
11月11日（水）

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

特 定 健 診
国民健康保険加入の
40歳以上の方

※対象者には個別通知

通　　　年 長万部町立病院
８月22日（土）、10月20日（火）

２月４日（木） ふれあい健康センター

後 期 高 齢 者 健 康 診 査 後期高齢者保険に加入している方

８月22日（土）
10月20日（火）
２月４日（木）

ふれあい健康センター

健 康 診 査 生活保護を受けている
40歳以上の方

肝 炎 検 査 40～70歳
胃 が ん 検 診 40歳以上
肺 が ん 検 診 40歳以上
前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性

大 腸 が ん 検 診 40歳以上

６月１日（月）～５日（金）

ふれあい健康センター８月22日（土）、10月20日（火）
２月４日（木）

３月15日（月）～19日（金）
頭 の 検 診 40歳以上 10月１日（木）～３日（土） ふれあい健康センター

健
康
教
室

げ ん き 倶 楽 部 全　町　民 毎週水曜日 ふれあい健康センター
げ ん き 出 前 教 室 全　町　民 通　　　年 要望先
健 康 料 理 教 室 おおむね65歳以上の方とその家族 通　　　年 要望先

保 健 相 談・ 栄 養 相 談 全　町　民 役場窓口・電話で随時
詳細については、随時広報でお知らせします。

町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。

長万部健康ダイヤル24
24時間　年中無休　通話料・相談料無料

☎０１２０－５
こ

５
こ

８
は

－０
お し ゃ ま ん べ

４８
医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

　令和元年度から３年間、昭和37年４月２日～昭和54年４
月１日生まれの男性の方を対象に、風しんの抗体検査、予防
接種を実施しています。
　令和２年度は、上記の全ての対象の方にクーポン券を発行
する予定です。
　クーポン券は、４月下旬に案内を送付する予定です。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、子育て支援センター
で開催しているのびのび・よちよち・保育所開放は５月12日
まで休止することになりました。
　それに伴い４月15日に予定しておりました、すくすく教室・
のびのび広場も中止となります。
　子育て支援センターの再開は５月13日（水）を予定しています。
※状況により、再開日程が変更になる場合もあります。

　平成26年10月から平成30年度までの５年間、経過措置と
して成人の肺炎球菌予防接種を行っていましたが、令和元年
度から令和５年度までの５年間引き続き、65歳、70歳、75歳、
80歳、85歳、90歳、95歳または100歳となる日の属する
年度の初日から当該年度の末日までの間にある方を対象とす
ることとなりました。

成人男性の風しん対策のお知らせ成人男性の風しん対策のお知らせ成人男性の風しん対策のお知らせ

子育て支援センターからのお知らせ

令和２年度　対象の方へ

★対象年齢
１�．令和２年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
90歳、95歳、100歳になる方
　※�経過措置の令和元年度から令和５年度までの間は年度ごとに対象となる方は変わります。
　下記の表は令和２年度の対象者です。

２�．60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸
器の機能の障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
障がいを有する方
★接種方法　�成人用23価肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス）

を１回接種
　※注意：過去に１回でも肺炎球菌（ニューモバックス）の接種を受けた方は対象外となります。
★接種医療機関　長万部町立病院
※令和２年度接種対象者の方には、個別に接種勧奨通知を送付しています。

成人の肺炎球菌予防接種のお知らせ

対象年齢 生　　年　　月　　日
６５歳 昭和３０年４月２日生～昭和３１年４月１日生
７０歳 昭和２５年４月２日生～昭和２６年４月１日生
７５歳 昭和２０年４月２日生～昭和２１年４月１日生
８０歳 昭和１５年４月２日生～昭和１６年４月１日生
８５歳 昭和１０年４月２日生～昭和１１年４月１日生
９０歳 昭和　５年４月２日生～昭和　６年４月１日生
９５歳 大正１４年４月２日生～大正１５年４月１日生
１００歳 大正　９年４月２日生～大正１０年４月１日生

◆ がん検診クーポン券のお知らせ ◆

年齢 生　　年　　月　　日 対象となるがん検診
20歳 平成１１年４月２日～平成１２年４月１日

子
宮
が
ん
検
診
（
女
性
）

25歳 平成６年４月２日～平成７年４月１日
30歳 平成元年４月２日～平成２年４月１日
35歳 昭和５９年４月２日～昭和６０年４月１日
40歳 昭和５４年４月２日～昭和５５年４月１日 乳

が
ん
検
診

（
女
　
性
）

胃
・
肺
・

大
腸
が
ん
検
診

（
男
　
女
）

45歳 昭和４９年４月２日～昭和５０年４月１日
50歳 昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日 前

立
腺

が
ん
検
診

（
男
性
）

55歳 昭和３９年４月２日～昭和４０年４月１日
60歳 昭和３４年４月２日～昭和３５年４月１日

　今年も各がん検診が無料で受けられるクーポン券
を発行します！
令和２年度　がん検診無料クーポン券対象者
◆対象：町民の方で下記の生年月日の方

※�対象年齢の方には案内文書を７月頃に送付予定です。
※�無料クーポン券を利用できる医療機関は決められて
います。

※�長万部町立病院では４月から、伊達赤十字病院、
対がん協会（札幌がん検診センター）では５月か
ら、函館方面、八雲総合病院は７月頃から無料クー
ポン券利用可能予定です。
※�無料クーポン券到着前に利用したい方はお手数で
すが、ご連絡ください。

　バスの送迎で札幌対がん協会に出向き、日帰りで
検診を受けられます。子宮がん検診・骨粗しょう症
検診も同日に受けることが出来るので、便利です。
★対 象 者
　乳がん検診・骨粗しょう症検診：40歳以上の町民の方
　子宮がん検診：20歳以上の町民の方
　�２年に１回の検診となりますので、昨年受けてい
ない方が対象です。

★申込み受付　４月13日（月）～５月８日（金）
★検 診 日　５月16日（土）
★出発時間　役場６：30出発　15：00頃着予定
★検診場所　北海道対がん協会　札幌がん検診センター
★検診料金　乳がん検診　40歳代� 1,800円
　　　　　　乳がん検診　50歳以上�1,500円
　　　　　　子宮がん検診（頸部）� 1,600円
　　　　　　子宮がん検診（体部）� 700円
　　　　　　子宮がん検診（超音波）�1,000円
　　　　　　骨粗しょう症検診� 200円

無料クーポン券対象の方は検診
申込時クーポン券を発行します！

乳がん検診の検査技師
は全員女性です！

日帰りバスツアー検診 札幌対がん 日帰りバスツアー検診 
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今月の「健全育成」標語 今月の「健全育成」標語

記載事項のお問い合わせは
長万部町教育委員会事務局まで

笑顔は　世界の　共通言語

● 長万部高校　大川　　凜さん

●申込期限　５月15日（金）
　　後日、学校を通じてチラシを配布します。
●お問い合わせ先　社会教育係　☎２－2748

ボランテイア

　ボランティアは誰でもできます。
　小中学生の皆さんなら誰でも加入できます。

スポーツ少年団 団員募集！
　下記のスポ－ツ少年団で団員を随時募集中です。
■スポ－ツ少年団種目
　・柔　道　・剣　道　・野　球　・サッカー
　・ミニバスケットボール　・水　泳　・陸　上
■お問い合わせ先　社会教育係　☎２－2748

いきいきライフ講座の講師をしてみませんかいきいきライフ講座の講師をしてみませんかいきいきライフ講座の講師をしてみませんか

放課後みっけクラブ『みっけっ子』を４月から募集します

　生涯学習講座の講師を募集しています。自分で何か実践していることを、誰かに伝えたい、教えたいなど、
スポ－ツ活動・文化活動など自分の日ごろの活動をぜひ発信してください。
　※営利を目的とした講座はご遠慮願います。　　　■お問い合わせ先　社会教育係　☎２－2748

●対　　象　 小学１年生～中学３年生
●活 動 日　毎週水曜日（祝日・長期休業中・行事の日等を除く）放課後   学校終了後～17：00
●集合場所　学習文化センタ－研修室
●活動内容　コミュニケ－ションゲ－ムやものづくり、様々な体験活動など
　　　　　※ 登録児童・生徒へ月ごとにスケジュ－ルを配布します。プログラムを見て、参加したい日に来

てください。長期休業中や土日も「特別放課後みっけ教室」を実施します。「平日は予定があっ
て、特別教室しか参加できない……」でも大丈夫です！

　　　　　　行ってみようかなと思ったら、ぜひ登録をお願いします♪
　　　　　　 また、「こういう面白いところどうだい？］「ここ自由に使って～」などの情報がありましたら、

ぜひお知らせください。見守りスタッフ（ボランティア）も随時募集しています。
　　　　　　３月広報に折込された社協だよりにも掲載しています。
●お問い合わせ先　　officeごえん　中野美貴　☎090－6267－1025

団員募集!
少年団
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今月の「健全育成」標語 今月の「健全育成」標語

記載事項のお問い合わせは
長万部町教育委員会事務局まで

あいさつは　みんなにえがおの

 こころをわたす

● 長万部小学校　たかだ　ちさきさん

　図書館では、こどもの読書週間にあわせて、図書の特別展や催しを計画しています。
■期　間　４月23日（木）～５月12日（火）　　■ところ　学習文化センター図書館
■内　容　期間中に「子どもの本100冊」展や幼児向けの絵本展を行います。
　　　　　４/28（火）～５/６（水）　※月曜日は休み　古本市や催し、図書館カフェ
　　　　　５/２（土）～５/６（水）　13：00～17：00
　　　　　● 木育コーナ－　木のおもちゃで遊びませんか。絵本の読み聞かせもあります。
　　　　　● 紙ひこうきであそんじゃおう！　ロビ－で飛ばして遊びましょう。

「こどもの読書週間」のお知らせ

文 化 財 関 連 施 設 の 紹 介
　長万部町には、価値ある文化財等を収蔵する施設や場所が多数あります。ぜひ魅力を再発見しませんか。

町民センター

シャクシャイン古戦場跡碑

平和祈念館

ヲシャマンベ陣屋跡

植木蒼悦記念館

二股温泉の石灰華

　シャクシャインの戦いから現在まで
の町の歩みをたどる民俗文化財やアイ
ヌ民族資料、鉄道村コ－ナ－、国縫出
身の直木賞作家、和田芳恵コーナ－な
どがあります。

　日本を代表する彫刻家、本郷新のブ
ロンズ像「嵐の中の母子像」や、丸木
位里・俊夫妻の「原爆の図」等の作品
が多数展示されています。

　北海道唯一の水墨画家、「植木蒼悦」
の絵画・書等が展示されています。植
木氏の「河童」を題材にした作品をぜ
ひご覧ください。

　アイヌ文化の理解と普及のため、
「シャクシャインの戦い」の跡地、旧
国縫小学校グラウンドにあります。

　江戸幕府の南部藩が蝦夷地警備の
為、ヲシャマンベ分屯所として設置。
　国の文化財に指定されています。

　石灰岩に湯の華が何万年もかかり巨
大なド－ムが形成されました。
　道の天然記念物に指定されています。

※２施設は、故工藤豊吉氏（元工藤病院院長）が町へ寄贈した施設です。
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№ 263 コリドール交流ネットワーク近隣６地域の情報コーナー

今　金　町 八雲町熊石地区 八　雲　町

せたな町大成区 せたな町北檜山区 せたな町瀬棚区

～�春からの営業お知らせ�～
● クアプラザピリカ ●

　平田内川沿いに広がるキャンプ場「熊石
青少年旅行村」。
　広大な芝生におおわれ、ほどよく点在す
る樹木が爽やかな木陰をつくり出します。
ツリーハウス・キノコログは子どもに大人
気。バーベキューコーナーのほか、近くに
は森林浴を楽しめるわんぱくの森や川遊び
のできるちゃぷちゃぷ公園もあり、大自然
を満喫できます。
◎入村料（１人１日）
　小・中学生　220円
　高校生以上　450円
【お問い合わせ先】
　旅行村管理棟　（☎01398－2－3716）

～�４月オープン予定�～
● 秘湯『湯とぴあ臼別』 ●
　周囲を大自然に囲まれた静かな臼別渓谷
にある秘湯「湯とぴあ臼別」は地元湯治客
や観光客に大人気。
　お湯は天然硫酸塩泉で無色透明、湯温は
約53度あり、慢性皮膚病や神経痛に効果
があります。
※�雪解け後のオープンとなりますので、詳
しい時期についてはお問い合わせくださ
い。
◎場　所　せたな町大成区平浜
　　　　　（宮野国道沿いに看板あり）
◎入浴料　�清掃協力金として100円納入願

います。
【お問い合わせ先】
　大成総合支所　（☎01398－4－5511）

～�４月６日（月）オープン予定�～
● 北檜山パークゴルフ場 ●
　全道屈指の広さを誇る北檜山グリーン
パーク・パークゴルフ場が、４月６日（月）
オープン予定。
　100mを超えるロングホールも多数整備
され、その中には日本一とも言われるロン
グホールも。
◎使用料
　�１ラウンド（高校生以上310円、中学生
以下・70歳以上110円）

◎場　所　せたな町北檜山区豊岡
【お問い合わせ先】
　まちづくり推進課
� （☎0137－84－5111）
　北檜山グリーンパーク
� （☎0137－86－0530）

～�ご予約受付中です�～
● せたな青少年旅行村 ●

　せたな青少年旅行村が４月下旬よりオー
プン。毎年たくさんのご予約を頂くケビン
は、キッチン、ガスコンロ、水洗トイレ、
冷蔵庫、テレビ、暖房器具などの設備に加
え、バリアフリー棟もお目見えしてますま
す充実。
　バンガローや持込テントサイトもあります。
◎場　所　せたな町瀬棚区西大里
【お問い合わせ先】

　瀬棚総合支所　（☎0137－87－3311）

　たくさんの八雲町出身者が活躍予定です

ので、皆さんの応援をよろしくお願いします。

・石堂陽奈選手

　�　日本女子リレー代表候補に選出され、

優秀な成績を収めれば出場が決定します。

　また、北海道で開催されるマラソン・競

歩の札幌開催に向け、町職員の川道裕次氏

が五輪組織委員会へ派遣されます。

～�４月29日（水）オープン予定�～
● 熊石青少年旅行村 ●

～�2020年は東京五輪！�～
● 八雲町の人々が活躍予定です ●

【はしっこ同盟】【はしっこ同盟】
豊浦町・黒松内町の情報コーナー豊浦町・黒松内町の情報コーナー№₁₁№₁₁

●３町の特産品セットがふるさと納税の返礼品に！

　はしっこ同盟（長万部町、黒松内町、豊浦町）３町の特産品
をセットにした「はしっこ同盟詰め合わせセット」がふるさと
納税の返礼品となりました。
　長万部町のホタテ毛がに焼売、黒松内町の親どり、豊浦町の
ストロベリーシャーベットを詰め合わせたセットとなっており
ます。
ぜひ、町外のご家族、ご親戚、ご友人等にお勧めし、町のふる
さと納税にご協力お願いします。

　３月22日（日）迄のピリカスキー場営業終了後も
館内レストランReraは日帰り利用の営業を引き続
き行います。長い冬の疲れを癒しがてら、温泉や
お食事をお楽しみください。
レストランRera
◎日帰り営業時間
　ランチタイム　11：30～17：00
　※ラストオーダーは16：00
◎団体ご会食
　●日中の会食［12：00～17：00］
　　�お一人様2,500円（税込）～15名様以上より無料

送迎承ります。嬉しい温泉入浴付
　　※�ご人数、お時間などご相談に応じます。お

気軽にお問い合わせ下さい。
◎宿泊料金
　�（１泊２食付・税込み）：大人8,060円～、小学生
5,642円～、幼児4,030円～より

　※�今金町民の方が同伴の場合、グループ全員1,500
円割引になります！

◎日帰り温泉
　大人/550円　小学生/200円　幼児/無料
◎営業時間（毎日）⇒12：00～22：00
【お問い合わせ先】
　クアプラザピリカ（☎0137－83－7111）
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北海道新幹線情報北海道新幹線情報2020年度

～新幹線が完成したら、今走っている列車はどうなる～

　新幹線と並行する形で、運行することになる列車（在来線）を並行在来線といいます。
　北海道新幹線が札幌まで開業したとき、並行在来線の函館線（函館～小樽間）はJR北海道の経営から分離
されることとなっています。
　　＊室蘭線（長万部～室蘭間）は存続します。

　簡単にいうと、JR北海道が函館線を手放すということです。これは新幹線事業を認めるための条件の一つで、
分離することについて全ての沿線自治体が同意済みです。

役場　新幹線推進課　☎２ー２４５０お問い合わせ先

●今走っている列車（在来線）はどうなるの？

●ＪＲ北海道が函館線の経営を分離ってどうゆうこと？

　第三セクターと呼ばれる国・自治体と民間企業の
共同出資事業体が並行在来線を運営・経営したり、
バス転換であったりと様々な方法を検討しています。

　これまでの利便性を損なわないために、北海
道や沿線自治体ではどうしたらよいかを何度も
話し合っています。結論はでていませんが、皆
さんが困ることのないように、代わりとなる手
段を慎重に考えてまいります。

●もしも並行在来線がなくなったら…？
【路線参考図】

東室蘭

小樽

木古内

函館

七飯

新函館北斗

森

八雲

黒松内

長万部

豊浦 倶知安

新小樽
（仮称）

札幌

新八雲
（仮称）

並行在来線（函館・小樽間）
北海道新幹線（新青森・札幌間）
ＪＲ北海道
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　今般、政府の方針を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、申告所得税、贈与税、個人
事業者の消費税について、４月16日（木）まで、申告・納付期限を延長することとしました。
　これに伴い、申告所得税及び個人事業者の消費税の振替納税をご利用されている方の振替日についても、申
告所得税は５月15日（金）、個人事業者の消費税は５月19日（火）に変更となりました。
　　　　●申告・納付期限

　なお、マイナンバーカードやお近くの税務署で発行するＩＤ・パスワードがあれば、確定申告会場に出向く
ことなく、ご自宅等からスマホやパソコンなどでインターネットにより申告（e-Tax）していただくことが可
能です。
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で、必要な事項を入力して、e-Taxで申告いただければ、
医療費の領収書や寄附金の受領証などの書類を提出していただく必要がなく、大変便利ですので、是非ご利用
ください。
　また、令和元年分の還付申告については、５年間申告することが可能であり、令和６年12月31日まで申告
することが可能です。
　（還付申告の例）
　　・ 給与所得者や公的年金受給者で、医療費控除・寄附金控除（ふるさと納税等）・住宅借入金等特別控除（住

宅ローン控除）により還付を受けられる方　等

確定申告期限の延長と振替日（振替納税）の変更について

延　　長　　前

➡
延　　長　　後

申 告 所 得 税 令和２年３月16日（月）
令和２年４月16日（木）個 人 事 業 者 の 消 費 税 令和２年３月31日（火）

贈 与 税 令和２年３月16日（月）

確定申告期限の延長と振替日（振替納税）の変更について確定申告期限の延長と振替日（振替納税）の変更について

今月から屋外スピーカーや防災ラジオから定時放送を行います。日時等は以下のとおりとなります。

※定時放送以外に災害や緊急的な連絡は随時放送いたします。

　防災ラジオでラジオ放送を聞いている最中でも、役場からの防災情報等を受信すると防災情報等を優先
して放送する仕様になっております。防災情報等が放送される前からラジオ放送を聞いていた場合、防災
情報等の放送が終わると自動的にラジオ放送に切り替わります。この際に聞き直しができる放送であって
も、ラジオ放送を聞いている最中は照明が赤く点滅しません。ラジオ放送をオフにすると赤く点滅します
ので、聞き直しができる放送があることをお知らせいたします。
　また、パソコン機器、ルータ、ＴＶ、電子レンジ等がそばにあると、防災ラジオの受信に悪影響を及ぼ
す可能性があるため、なるべく離れた場所に設置いただくようお願いいたします。

長万部町に事業所などを有している方にも、防災ラジオを貸与します。手続きがありますので役場総
務課窓口までお越しください。

ご不明な点がありましたら、下記お問い合わせ先までご連絡ください。
【お問い合わせ先】　総務課防災交通係　☎２－２０００

●屋外スピーカー
　毎日　17時00分から音楽を放送

●防災ラジオ
　毎週金曜日　17時00分から音楽を放送

防 災 ラ ジ オ に つ い て
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〔空き家の状況〕
　現在、静狩団地２戸、双葉団地２戸、国縫団地７戸、中部団地10戸、神社下団地２戸、はまなすシルバーハウ
ジング１戸、あやめ団地１戸の計25戸が空き家となっております。
　その他の団地は、空き待ちの公募となります。

〔一般町営住宅〕
　応募資格　① 申込者と同居しようとする方の合計所得から控除額を引き、12か月で除した額が15万８千円以下

の世帯。ただし、障がいのある方や60歳以上の方、就学前の子どもがいる方は、21万４千円以下
です。

　　　　　　②現に住宅に困窮している方。
　　　　　　③単身者の応募は、２ＤＫか１ＬＤＫの住宅となります。
　　　　　　④暴力団員でない方。
　　　　　　⑤市町村税を滞納していない方
　　　　　　⑥現在および過去とも、町営住宅使用料（家賃）を滞納していない方
　年間所得の基準（給与収入の場合）
　　　　　　①単 身 者 → 2,968,000円未満（所得：1,894,800円）
　　　　　　②２人世帯 → 3,512,000円未満（所得：2,275,600円）
　　　　　　③３人世帯 → 3,996,000円未満（所得：2,653,600円）
　　　　　　④４人世帯 → 4,472,000円未満（所得：3,034,400円）
　申込方法　 入居申込書に、入居希望者全員の住民票（本籍記載のもの）と前年の所得証明書（または源泉徴収票）

および町税に滞納がない証明書（または納税証明書）を添えて提出してください。

〔はまなすシルバーハウジング（高齢者向世話付住宅）〕
　応募資格　一般町営住宅の応募資格に加え、日常生活が自分ででき、自炊等が可能な方で、次の要件を満たす世帯。
　　　　　　①年齢60歳以上の単身世帯
　　　　　　②年齢60歳以上の夫婦世帯（いずれかが60歳以上であれば可）
　　　　　　③年齢60歳以上のみからなる世帯
　　　　　　④ 障がい者のみからなる世帯および障がい者と60歳以上からなる世帯（障がい者は、年齢制限があ

りません。ただし、60歳以上が優先となります。）
　　　　　　※家賃のほかに生活援助員配置費用として、入居者の収入に応じて費用がかかります。
　申込方法　一般町営住宅と同様の書類に加え、「住宅困窮状況申立書」と「世帯の状況・自活状況申立書」が必要です。

〔特定公共賃貸住宅〕
　応募資格　 所得月額が15万８千円以上48万７千円以下の世帯（町営住宅の収入基準を超える世帯が該当します）。
　　　　　　 基準に達していない所得の方で、今後所得の上昇が見込まれ、将来基準を超えると判断される場合は、

申し込むことができます。
　　　　　　また、暴力団員および市町村税に滞納がある方は入居することができません。
　申込方法　一般町営住宅と同じ。

〔選考方法〕
　一般町営住宅・はまなすシルバーハウジング
　　住宅に困窮する実情を調査し、基準に照らし困窮度合いの高い方より入居を決定します。
　特定公共賃貸住宅
　　 申込件数が２件以上ある場合は、抽選により待機順番を決定し、２年度中に空きが出た時に入居決定すること

になります。

〔応募期限〕
　４月17日（金）まで
　入居申込用紙等は、建設課建築公園係（２階）に用意してます。

〔そ の 他〕
　家賃は所得により計算され決定し、入居時には敷金として家賃の２か月分を納めなければなりません。また、連
帯保証人（入居決定者と同程度以上の収入を有する方）１名が必要となります。

町営住宅・特公賃住宅の入居希望者募集町営住宅・特公賃住宅の入居希望者募集 　令和２度分の町営住宅入居希望者を次に
より募集します。（令和２年度中有効）

【お申し込み先・お問い合わせ先】　建設課建築公園係　☎２－２４５６
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■ 動物を飼うときには、永く共に生活できるかを
　しっかり判断しましょう
　 　動物を飼い始めるときには、責任をもって共に
生活できるか慎重に判断しなければなりません。
　 　他人に迷惑をかけることのないように、しつけ
や訓練を施すことが大切です。無責任な飼育は、
人にも動物にも不幸な結果をもたらすことになる
ので絶対にやめましょう。
　 　やむを得ず飼うことができなくなった場合は、
責任をもって新しい飼い主を見つけましょう。

■動物の将来についても十分考えましょう
　 　野良犬や野良猫は、飼い主が捨てた結果であり、
不必要な繁殖により生まれたともいえます。繁殖
を希望しない飼い主は、避妊・去勢などが大切で
す。その場合は獣医師にご相談ください。

■気持ちよく生活するためにマナーを守りましょう
　 　飼い主は散歩中の糞は必ず持ち帰り、犬小屋の
周囲も清潔にしましょう。　また、ムダ吠えなど
犬へのストレスを減らすためにも、散歩やしつけ
をしましょう。

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係
　　☎２－２４５３

　物置の整理や引っ越しでゴミが大量に出たが「清掃
センター等へ運搬するトラックがない」…そんな時に
は一般廃棄物処理業（収集運搬）の許可業者にご相談
ください。
　なお、日常のゴミの収集とは取り扱いが異なります
ので、各社で定めた収集運搬料金が別途かかります。

許可業者・団体名 住　所 電話番号
㈲青木清掃 字富野 ２－３０８６
長万部町高齢者事業団 高砂町 ２－２８２４
㈲かもめ商興（産廃も可） 字静狩 ６－２３１４
㈲光銭商店 大 町 ２－２３２６
斎藤商店 字国縫 ５－２３１３
㈱帝都建設　長万部支店 字国縫 ５－２２１１
道南資源 温泉町 ２－５２１０
㈱堀川清掃（し尿くみ取りも可） 字富野 ２－２４６６
㈲松岡清掃 高砂町 ２－２７１６
㈲山瀬清掃 字富野 ２－３２０１
㈲緑土産業 南栄町 ２－２１８８
㈱森興業（産廃も可） 温泉町 ２－３３７８
㈲赤塚商会 元 町 ２－２６０３
《令和２年４月１日現在／変更になる場合があります》

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係　☎２－２４５３

タ ク シ ー 乗 務 員 募 集 ！タ ク シ ー 乗 務 員 募 集 ！タ ク シ ー 乗 務 員 募 集 ！

タクシー乗務員

・各種保険完備　　　・二種免許養成制度あり

（有料広告）

○狂犬病予防注射は、これまでどおり年１回の接種ですので、巡回会場や動物病院で接種してください。
○陣屋町にあるNOSAIみなみ（☎2-2693）でも、接種できます。（事前に連絡をしてください）
○動物病院で接種後は役場町民課に領収書と注射済票代550円を持参の上、交付手続を必ず行ってください。
 連絡先：町民課生活環境係　☎２－２４５３（内線１１３）

犬の登録及び狂犬病予防注射巡回は
 年１回で７月を予定しています
犬の登録及び狂犬病予防注射巡回は
 年１回で７月を予定しています

突発的に大量ゴミが出たときには
収集運搬許可業者へ依頼を！

突発的に大量ゴミが出たときには
収集運搬許可業者へ依頼を！

動物を飼っているみなさんへ
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　各公園の利用期間は、次のとおりです。みなさんの
多数のご利用をお願いいたします。なお、雪解けや公
園整備の状況により、利用期間を変更する場合があり
ます。
◆長万部公園（キャンプ場・バンガロー）
利用期間　４月24日（金）～10月末
料　　金

　・キャンプ場　一泊　大人 600円／小人 300円
　・バンガロー　一棟一泊　6,000円（５～７人用）
　※バンガローの予約は、４月１日（水）から受け付けております。
◆ふれあい公園（球場）
利用期間　４月中旬～11月上旬
◆あやめ公園（パークゴルフ場）
利用期間　４月10日（金）～11月上旬

利用時間　午前８時30分～日没（受付は午後５時まで）
　※ 時期・天候により閉鎖および変更する場合があります。
料　　金

◆静狩緑地広場
　利用期間　４月18日（土）～10月末
【お申し込み先・お問い合わせ先】
　建設課建設公園係（☎２－２４５６）

使用の区分 町　内 町　外

１　日　券
大 人 ３００円 ６００円

小 人 ２００円 ４００円

シーズン券
大 人 １２,０００円

小 人 ５,０００円

回　数　券
（６回分）

大 人 １,５００円 ３,０００円

小 人 １,０００円 ２,０００円
※シーズン券購入申込は、４月３日（金）から受け付けております。

各公園のご利用期間のお知らせ

　在宅で80歳以上の方、身体に障がいのある方および療育手帳「Ａ」を受けている方に対し、通院や社
会参加のために利用するタクシー料金の助成を実施しています。

■該当される方
　4月1日から翌年3月31日までの1年間で、次の①から⑦に
該当する方です。
　また、助成券の使用できる区域は、長万部町内のみの区間と
なっています。
①在宅で80歳以上の方 ⑤心臓機能障がい１級の方
②下肢障がい１・２・３級の方 ⑥呼吸器機能障がい１級の方
③体幹障がい１・２級の方 ⑦療育手帳「Ａ」の方
④視覚障がい１・２級の方

■助成券申請方法
　交付対象者には、必要書類を送付します
ので、４月９日（木）から保健福祉課窓口で
申請手続きをしてください。
※ 長万部町に在住して１年未満の方、施設

入所の方、長期入院の方は対象となりま
せん。

【お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係　☎2－2454

タ ク シ ー 料 金 の 助 成 券 を 交 付

　春は空気が乾燥し、風が強く吹くなど小さな火元から火災になることが多い季節です。
　特に、子どもの火遊び・煙草の投げ捨て・野焼きの拡大による火災が多いことから、私たちの不注意や油断
などにより発生する火災が多いと言えます。
　火災を出さない環境づくりと「火の用心」の心を忘れず、掛け替えのない命や大切な財産を火災から守りま
しょう。また、火災予防期間中に消防職員と消防団員が、住宅防火点検のため伺うことがありますので、ご協
力ください。
《住宅用火災警報器について》
　ご自宅に設置されている住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで火災を感知しな
くことがあるため、注意が必要です。寿命とされている10年を目安に、本体ごと新しいものに交換しましょう。

『ひとつずつ　
　いいね！で確認　火の用心』

春の全道火災予防運動

４月20日～４月30日
【お問い合わせ先】
　長万部町消防　予防係　☎２－２０４９



28

交 通 安 全 コ ー ナ ー
の～んびりいこうや北海道

　　 期別運動の視点 　　 　　 街頭啓発（旗の波運動） 　　
　新入学児童・園児等や活動期に入る自転車利用者
の事故防止をはじめ、以下の活動等を推進

　当町においては、新型コロナウイルス感染症の蔓
延に鑑み、依然終息の見通しが立たない状況である
ことから、今回「街頭啓発（旗の波運動）」は中止
とさせていただきます。

４月６日（月）～４月15日（水）

～自分だけは大丈夫と思わず、
交通ルールとマナーを

 しっかり守りましょう～

４月10日は「交通事故死ゼロを目指す日」

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

●子供を始めとする歩行者の安全の確保
●高齢運転者等の安全運転の励行
●自転車の安全利用の推進
●全ての座席のシートベルトの着用
●飲酒運転の根絶

（有料広告）

狩猟免許等の取得支援について
　長万部町では、新たに狩猟免許等を取得した方を対象として、狩猟免許の取得、猟銃の所持許可の取得及び猟銃の購
入等に要する経費に対し補助金を交付します。

＊狩猟免許の取得を検討されている方は、下記までご連絡ください。

 ［お問い合わせ先］ ■狩猟免許等取得補助金などに関するお問い合わせ
　○長万部町役場産業振興課農林係　☎01377－２－2455

【狩猟免許等取得補助の目的】
　全国的に狩猟人口が減少・高齢化する傾向の中で、長
万部町の野生鳥獣の保護管理体制を維持するため、捕獲
の担い手となる人材の確保を目的としています。

【補助の内容は？】
　補　 助 　率：補助対象経費の全額（10/10）
　補助対象経費
　　①狩猟免許取得関連
　　　（予備講習会受講料、申請手数料）
　　②銃砲所持許可取得関連
　　　（講習会受講料、申請手数料）

　　③銃砲装備関連経費
　　　（銃砲、保管設備等購入費）※25万円を上限とする。

【助成対象は？】
　１） 町内に住所を有する方で、町税を滞納していない
　　　方。
　２） 新たに狩猟免許等を取得して狩猟者登録を受けた
　　　方。
　３） 北海道猟友会八雲支部長万部分会に所属し、当該

狩猟者登録を受けた年度の翌年度から５年間、町
から有害鳥獣の捕獲活動に従事する要請があった
場合に従事することを誓約できる方が対象です。
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町立病院からのお知らせ
◆４月の外来診療についてお知らせします◆

内
　
　
　
　
　
　
　
科

３月30日（月） 31日（火） ４月１日（水） ２日（木） ３日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師

６日（月） ７日（火） ８日（水） ９日（木） 10日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師 塩 田 医 師

13日（月） 14日（火） 15日（水） 16日（木） 17日（金）
午 前 塩 田 医 師 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 塩 田 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師

20日（月） 21日（火） 22日（水） 23日（木） 24日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師 塩 田 医 師

27日（月） 28日（火） 29日（水） 30日（木） ５月１日（金）
午 前 塩 田 医 師 岩 永 医 師 休 診 塩 田 医 師 塩 田 医 師
午 後 伊 藤 医 師 塩 田 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師

　長万部町立病院では看護師を募集しています。応募される方は、
関係書類を添えて提出してください。

【お問い合わせ・書類提出先】　長万部町立病院庶務係（☎２－５６１１）

外 

科
月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日

午 前 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師午 後 休 診

小
児
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 休 診 出張医（北大） 休 　 診 休 　 診 出張医（北大）午 後

★毎週木曜日の午後は休診となります。
【内科・外科受付時間】　午前８時30分～11時30分　　午後１時30分～４時

★小児科については診療開始時間が９時30分頃からとなります。
★４月21日（火）と28日（火）は健診のため午後の診療は２時過ぎからとなります。
【小児科受付時間】　午前８時30分～10時30分　午後１時30分～３時30分
　　　　　　　　　※４月７日から５月１日までの間は、ＪＲ減便のため午後の受付時間が２時30分までとなります。

【眼　　科】　偶数月の第３水曜日診療（ただし、祝日等の場合は休診または変更となります。）　【診療時間】午前10時～午後１時
★４月の外来診療日は15日になります。� ★５月の外来診療日はありません。
★診療は吉田眼科（函館市）が担当します。� ★診療は予約制で60名までとなります。
※都合により医師の変更または休診となる場合があります。【ご予約・お問い合わせ先】　長万部町立病院　☎２－５６１１
診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。
地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただくなど、適正受診にご協力をお願いいたします。

★午前・午後の担当医師をよくご確認のうえ、受診願います。
★４月10日（金）から20日（月）まで岩永医師が不在となります。
★個人で健康診断を受ける方は午前10時30分まで、午後は３時までに来院願います。

看護師募集のお知らせ

【整形外科】　毎月第２・第４月曜日診療（ただし、４月については第１・第４月曜日となります。また、祝日等の場合は休診または変更となります。）
　　　　　　【診療時間】　午後１時30分～午後３時30分
★４月の外来診療日は６日と27日になります。� ★５月の外来診療日は11日と25日になります。
★診療は函館中央病院が担当します。� ★診療は予約制で20名までとなります。

区　　分 看　護　師
募 集 人 数 若干名 選 考 方 法 書類選考および面接により決定
応 募 資 格 看護師の資格を有している方 応 募 期 限 令和２年４月３０日（木）
提 出 書 類 履歴書、（写真貼付・市販用紙可）、資格（免許証）の写し 採用年月日 令和２年６月１日（月）
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消 費 者 相 談 窓 口

新生活スタート応援！　契約時に注意したいポイント!
契約するかどうかの判断は慎重に
　◆「今だけのお得なキャンペーン」などと勧められる場合がありますが、迷ったら契約しないことも大切です。
　◆ 高額な契約は、あらかじめ、契約内容を十分に確認し、周りの人に相談しましょう。
ローン（借金）・投資話はよく考えて
　◆「必ず儲かる」と触れ込み、学生ローンで、借金をしてでも契約を勧めるような悪質業者もいます。
　　そうした勧誘は直ちに断りましょう。
　◆「必ず儲かる」ということはありません。
インターネット通販は事業者・内容を事前にチェック
　◆ネット通販は手軽で便利でも、「商品が届かない」、「定期購入になっていた」といったトラブルに遭うこともあります。
　◆契約内容や事業者の情報などをよく確認しましょう。
知らない人のSNS情報は確認をしっかりと
　◆「SNSで知り合った人」の情報やSNSの書き込みが被害のきっかけになることも。
　◆SNSでのやりとりをうのみにしてはいけません。

長万部町役場産業振興課　☎2－2455
消費者ホットライン（局番なし）１８８（函館消費者センター又は国民生活センターへ繋がります）

（消費者トラブル　ひとりで悩まず　すぐ相談）

相
談
先

１　子供を始めとする歩行者の安全の確保
　●�　通園・通学をする子供たちを交通事故から守りましょう！
　　�　家庭や地域の大人が手本となって、基本的なルールや
マナーを教え、交通安全意識を高めていきましょう。

２  高齢運転者等の安全運転の励行
　●�　高齢運転者の皆さん、交通ルール・マナーを守り安全
運転を！

　　�　信号機や一時停止の標識などを見落とさないように気
をつけましょう。

　　�　ブレーキとアクセルの踏み間違いに気をつけましょう。
３　自転車の安全利用の推進
　●�　自転車も「クルマ」です！
　　�　自転車に乗るときは、「自転車安全利用五則」を守り
ましょう！

　　　①　自転車は、車道が原則、歩道は例外
　　　②　車道は左側を通行
　　　③　歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　　　④　安全ルールを守る
　　　⑤　子供はヘルメットを着用

４　全ての座席のシートベルトの着用
　●�　シートベルトは命綱！
　　�　自動車に乗ったら、全ての座席で必ずシートベルトを
正しく着用しましょう。

　　�　６歳以上であっても、体格等の状況によりシートベル
トを適切に着用させることができない子供には、チャイ
ルドシートを使用するようにしましょう。

５　飲酒運転の根絶
　●�　道民一人一人が、「飲酒運転をしない、させない、許
さない」という強い気持ちで北海道から飲酒運転を根絶
しましょう。

６　４月10日（金）は、「交通事故死ゼロを目指す日」です！
　�　一人一人が交通ルールを正しく守
　り、思いやりのある交通マナーで、
　交通事故死ゼロを目指しましょう。
　�　ドライバーのみなさんは、スピー
　ドの出し過ぎ、無理な追越しは絶対
　にやめましょう。

★運動期間　４月６日（月）～４月15日（水）の10日間
★交通事故防止のポイント

クレジットや借金に
困ったら

話が違う！
解約できるかな？

と思ったら

これって
ネットトラブル？

と思ったら

（有料広告）
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所在地：長万部町役場内
電話：2-2016　FAX：2-2931
相談時間：8:30～17:15（土日祝、年末年始を除く）

わたしとまちの第一 歩Let's 所在地：長万部町社会福祉協議会
電　話：６－７７１１
時　間：８：30～17：15（土日祝、年末年始を除く）

　長万部町の皆さま、はじめまして。今年１月に仙台から法テラス八雲法律事務所に赴任しました弁護士の椎谷
玲香（しいや れいか）と申します。私は東京と神奈川の境目の街で生まれ育ちまして、雪が降り積もる土地で
の生活は初めてとなります。どうぞこれからよろしくお願いいたします。
　法テラス八雲法律事務所は、法務省所轄の日本司法支援センター（通称法テラス）に所属する弁護士の事務所
で、現在、私と鳴本翼（なるもと つばさ）弁護士の２名の弁護士が勤務しています。長万部町を含む８つの自
治体が私たちの担当する地域で、地域の皆さまの法律相談や、法的なトラブルの解決に尽力しています。地域包
括支援センターとも連携して、福祉の分野でも法律の専門家としての立場から皆さまのお役に立ちたいと考えて
います。身近にお困りごとがございましたら、私たちの事務所に何なりとご相談ください。無料での法律相談も
実施しております。
　相談予約のお電話は「法テラス八雲法律事務所（☎０５０－３３８３－８３６６）」までお寄せください。

北海道電力㈱従量電灯Ｂ（2020年３月現在）から切替した場合

「北ガスの電気」は北海道内で17万件以上
全ての市町村　（離島を除く）でご利用いただいています

多くの施設で「北ガスの電気」をご利用いただいています

従来の電気料金より
「電力量料金単価」が

解約手続きも手数料も一切不要
解約・違約金もかかりません！ 電気に関するご相談は無料です。お気軽にお電話ください。

施設や動力など、ご自宅以外の電気料金の試算も承ります。

北海道ガス株式会社  第二営業部
フリーダイヤル 0120－008－522（平日9:00～17:00）

※１

※２
※１　2020年３月現在　　※２　2018年２月９日現在

（有料広告）

～ ご挨拶（長万部町の皆さまへ）～
 法テラス八雲法律事務所 弁護士　椎谷 玲香　氏

★ しゃべれ～る成果発表会アンケートにご協力ありがとうございました ★

★ 来年度もよろしくお願い致します ★

多数のご意見、ご感想、労いの言葉をいただきました。
★防災体験→この点が一番長万部の今後課題になると思います。ここを具体的に進めてほしいです。
★買い物（交流）支援→助ける側と思っていたが助けられていたという名言！心洗われました（笑）
　とても良い成果であると思います。
★ 地域食堂→初回の失敗があってもきちんと分析し次回につなげ継続していることがすごい！これからも
継続してほしい。

★ ゴミ出し支援→戸別での回収は足の悪い人には貴重です。定期的なら依頼する人はもっといそうです。
子ども達の年代が幅広くなると良いですね。活動体験を受験面接で活かすなど活動側のメリットあると
よいかも ～ 一部抜粋 ～　　　
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　厚生年金・国民年金等の相談
▶日時　5月12日（火）
　①10：30～12：00　②13：00～15：30
▶場所　役場２階会議室
※ ３日前までに町民課戸籍医療年金

係に要予約（☎2-2453）
※ 相談枠に限りがございますので、

ご了承願います。
※ 相談月の２ヶ月前から予約を受け

付けております。（２年６月分の
事務相談は４月から予約受付開始）

相 談

■年金相談

■ 高齢者生活福祉センターの
入居希望者募集

　令和２年度分の入居希望者を次に
より募集します。
　なお、当センターは、入居者の健
康や火災予防など安全を配慮するた
め、「３食食事付」となっておりま
す。
▶応募資格
　① 本町に住所を有する概ね65歳

以上の高齢者で、ひとり暮らし
及び高齢者のみの世帯であって、
独立して生活することに不安の
ある方

　② 本町に住所を有する概ね65歳
以上の高齢者で、同居人が虚弱
である又は虐待を受けている、
若しくは同様の状況にある等に
より、住宅で生活することに不
安のある方

▶利用料（月額）※30日の場合
　・単身用居室　 
　　73,300円～92,300円
　・夫婦等居室　
　　134,100円～146,100円
　※ 利用料には、１日３食の食費（1

日あたり1,210円）、管理費が
含まれており、前年度の収入に
応じて利用料が決まります。

▶申込方法
　 　利用申請書に、医師の健康診断

書・誓約書・身元引受書を添えて
提出してください。（利用申請書・
誓約書・身元引受書の様式は、保
健福祉課介護支援係に用意してい
ます。）

▶選考方法
　 　居宅における生活への不安のあ

る実情を調査し、生活がより不安
な方を優先に入居を決定します。

　※ 現在は、空きがありませんので、
待機順位の決定のみとなり、令
和２年度中に空きが出た場合、
入居決定することになります。

（なお、待機順位については、
緊急を要する申し込みがあった
場合は、変更することがありま
す。）

▶応募期限
　４月20日（月）まで必着
▶その他
　 　５月中に入居（待機順位）の決

定を行い、入居（待機順位）の可
否を通知します。

【お申込み・お問い合わせ先】
　保健福祉課介護支援係
 （☎2-2454）

求 人

生 活

■ 長万部町社会福祉協議会の
臨時職員募集のお知らせ

■ 山越郡衛生処理組合の解散
について

　長万部町社会福祉協議会では、次の
要領により臨時職員を募集しております。
▶募集内容
　 生活支援コーディネーター兼一般

事務職員　１名
▶応募資格
　 高等学校卒業程度の学力を有し、普通

自動車運転免許（運転免許取得見込者
も可）を持っている方で、パソコンの
操作（エクセル・ワード）が出来る方。

▶提出書類
　 履歴書（市販用紙可）、資格（免許証）の写し
▶選考方法
　書類選考・面接試験（４月中旬予定）
▶申込期限
　令和２年４月10日（金）
▶待　遇
　 社会福祉法人　長万部町社会福祉

協議会の給与規程による。
　 健康保険・厚生年金・雇用保険・

労働保険加入
▶採用年月日　令和２年４月

【お問い合わせ・書類提出先】
　〒049-3521
　山越郡長万部町字長万部413番地1
　長万部町福祉センター内
　 社会福祉法人　長万部町社会福祉

協議会事務局
　（☎01377-6-7711）

　長万部町と八雲町で組織し、運営
してきた「山越郡衛生処理組合」は、
令和２年３月３１日をもって解散し、
これまで組合が行っていた「し尿及
び浄化槽汚泥の収集、運搬、処理」
については、令和２年４月１日から
各町へ引き継がれています。

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係（☎2-2453）

■人権相談
　人権問題・家庭問題などの悩みは
ありませんか？
　法務大臣より委嘱を受けた人権擁
護委員が随時ご相談に応じています。
◎人権擁護委員
　　井上　正範（大　町）
　　石垣　聖子（大　浜）
　　小野　雄二（陣屋町）
◎みんなの人権110番
　全国共通人権相談ダイヤル
　（☎0570-003-110）

■登記･法律無料相談
　毎月１回、無料相談を開設してい
ます。
▶日時　４月16日（木）
　　　　13：00～15：00
▶場所　役場会議室
◎相談員
　井上正範司法書士（長万部町）

【お問い合わせ先】
　税務課（☎2-2452）

■身体障がい者相談
　４月に予定していました標記相談
について、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため中止します。
◎身体障がい者相談員
　菅野　文夫（高砂）
※お電話による相談も受付ております。

【お問い合わせ先】
　保健福祉課（☎2-2454）

■行政相談
　４月に予定していました標記相談
について、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため中止します。
◎行政相談委員
　山中　克子（大浜）
※お電話による相談も受付ております。

【お問い合わせ先】
　保健福祉課（☎2-2454）

　次の方々より、寄付がありました。
　紙上をかりて厚くお礼申し上げます。
 （敬称略）
◆長万部町社会福祉協議会へ
・島谷　俊二（高砂町） 50,000円
　〈香典返しに替えて〉
・㈲光銭商店（大町） 5,000円
　〈社会福祉資金に〉

お 礼

■寄付
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■戦没者等のご遺族の皆様へ
　第十一回特別弔慰金受付のお知らせ

　特別弔慰金は、今日の我が国の平
和と繁栄の礎となった戦没者等の尊
い犠牲に思いをいたし、国として改
めて弔意の意を表するため、戦没者
等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）
を支給するものです。
▶対象者
　 戦没者等の死亡当時のご遺族で、

基準日の令和２年４月１日に、恩
給や遺族年金等を受ける方（戦没
者等の妻や父母等）がいない場合
に、次の順番による先順位のご遺
族お一人に支給されます。

　１ ．基準日までに戦傷病者戦没者
遺族等援護法による弔慰金の受
給権を取得した方

　２．戦没者の子
　３ ．戦没者等の①父母、②孫、③

祖父母、④兄弟姉妹
　※ 戦没者等の死亡当時、生計関係

を有していること等の要件を満
たしているかどうかにより順位
が入れ替わります。

　４ ．上記１から３以外の戦没者等
の三親等以内の親族（甥、姪等）

　※ 戦没者等の死亡時まで引き続き
１年以上の生計関係を有した方
に限ります。

▶支給内容
　額面25万円、５年償還の記名国債
▶請求期間
　令和２年４月１日～
　令和５年３月31日
　※ 第十回特別弔慰金を受給された

方、またはその遺族の方には、
５月中旬に厚生労働省より案内
が届きます。

【申請・お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係 （☎2-2454）

▶ 新型コロナウイルスの影響でお困
りの方へ（支払い期限の延長）

　 　新型コロナウイルスの影響で、
収入の減少や休業等により、日常
生活等の維持が困難となっている
方は、申請により長万部町の上下
水道・ガス料金の支払い期限を延
長することができます。申請の対
象になる方は、生活福祉資金貸付
制度の特例に基づく貸付を受ける
方等です。役場水道ガス課にてご
相談をお受けいたします。

▶排水設備の設置・改造について
　 　下水道の供用（使用）開始となっ

た区域では、くみ取り便所を水洗
式に改造し、台所や風呂などの汚
水を流すための排水設備を設置す
る工事、または既設のし尿浄化槽
を廃止し、排水設備を設置する工
事を行わなければなりません。公
共下水道への接続は、台所や風呂
等からの排水だけを先に接続でき
ますので、ご相談願います。

【お問い合わせ先】
　水道ガス課（☎2-2862）

■ 水道ガス課からのお知らせ

■災害義援金募集のお知らせ
みなさまのご支援をお願いします！
◎東日本大震災義援金
　受付期間：令和２年３月31日まで

3,569,033円
◎平成28年熊本地震災害義援金
　受付期間：令和２年３月31日まで

599,834円
◎九州北部地方大雨災害義援金
　（平成29年７月５日からの大雨災害）
　受付期間：令和２年３月31日まで

97,437円
◎平成30年７月豪雨災害義援金
　受付期間：令和２年６月30日まで

80,537円
◎令和元年８月豪雨災害義援金
　受付期間：令和２年８月31日まで

800円
◎令和元年台風15号千葉県災害義援金
　受付期間：令和２年３月31日まで

1,921円
◎令和元年台風19号災害義援金
　受付期間：令和２年３月31日まで

542,212円
※ 上記の各義援金の金額は3/25現在

の窓口及び募金箱の合計金額です。
◎受付窓口
☆日本赤十字社長万部町分区
　（保 健 福 祉 課　☎2-2454）
☆長万部町共同募金委員会
　（社会福祉協議会　☎6-7711）

■ 老人福祉センター休館日
　4/1（水）～4/6（月）の期間は、新
型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため臨時休館といたします。
　また、4/7（火）からの再開を予定し
ていますが、変更になる場合もござい
ますので、下記までご確認ください。

【通常休館】
4/9（木）・4/16（木）・4/23（木）
4/30（木）・5/4（月）～5/7（木）

【お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係（☎2-2454）
　老人福祉センター（☎2-5178）

■山火事・ヒグマに注意！
　山菜採りや登山などで入山される
ときは、森林を山火事から守り、ま
た、クマによる不測の事故から身を
守るためにも、単独での入山はでき
るだけ避けましょう。
●林野火災
　　予防強調期間
　４月21日から
　５月31日まで

■ガス・上下水道の検針日

15日（水）　16日（木）
17日（金）　20日（月）

区　　分 基本料金
調整単位料金(㎥)

Ａ群０～13㎥ 1,050円
377円36銭

Ｂ群14～57㎥ 1,700円 
323円26銭

Ｃ群58㎥以上 4,500円 
272円06銭

　４月の水道・ガス・下水道の検針
日は、次のとおりです。

■ガス料金表（税抜額）

　町では上下水道・ガスの使用開始
停止（引っ越し）される際について
は、届出が必要になります。なおイ
ンターネット等の受付は行っており
ません。

【お問い合わせ先】
　水道ガス課（☎2-2862）

■４月の優良運転者講習
【長万部町】
　４月16日（木）
　　優良講習のみ（18：30～）
【八雲町】
　４月8日（水）
　　優良講習（13：00～）
　　違反講習（14：15～）
　４月９日（木）
　　一般講習（13：00～）
　　初回講習（14：45～）
ご注意　長万部町で講習を受ける場
合は、必ず事前に八雲警察署で手続
きを行ってください。
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＝年金は世代と世代の支え合い＝

町民課戸籍医療年金係　　�（�２－２４５３）�
函館年金事務所国民年金課�（�０１３８－５６－１１６５）�お問い合わせ先

　国民年金は、20歳から60歳の方が必ず加入しなければならない
公的年金制度です。学生には、在学期間中の国民年金の掛け金の支
払いを学生本人が社会人になるまで猶予される学生納付特例制度が
あります。
　もしも、支払いせずに未納のまま放っておくと、将来の年金に影
響がでたり、もしもの時の障害年金がもらえなくなってしまいます。
　また、前年度に学生納付特例を承認された方については、翌年度
も引き続き同じ学校に在学する予定であることが確認できている場
合は、４月に送付されるハガキにて申請手続きができます。この場
合の添付書類は必要ありません。

◆対象となる学生
　大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・
専修学校やその他教育施設（個別に定めています）の
一部に在学する20歳以上の学生。（修業年限が１年以
上の課程に限る）
　ただし、学生本人の前年所得が118万円＋扶養親族
等の数×38万円以下であること。

◆承認期間は
　４月（在学中に20歳になる方は誕生月）から翌年
の３月までです。申請は毎年必要となります。

◆申請に必要なもの
　•学生証のコピー、または在学証明書
　•印かん（本人が署名の場合必要ありません）
　•年金手帳

※承認を受けてから10年以内であれば、さかのぼっ
て納めることができるので、老齢基礎年金の受給額
を満額にするためにも卒業後は追納をおすすめしま
す。

長万部高等学校通学費補助のお知らせ 奨学金をご利用ください！
　令和２年度長万部町奨学金申請の受け付けを次によ
り行います。
●奨学金の種類
　•給付奨学金……�授業料の年額相当額の２分の１を

給付
　•貸付奨学金……�授業料の年額相当額の２分の１以

内を貸付
●対象者
　•長万部高等学校を卒業した方
　•�国公立大学および東京理科大学に入学または在学

中の方
●受付期間
　４月20日（月）～５月８日（金）
●給付決定
　奨学金運営委員会で審議し、その答申に基づいて町
長が決定します。

【お問い合わせ先】�
　教育委員会学校教育係　☎2－2748

　町では、長万部高等学校に通学する生徒の通学費
補助を行っております。
●補助内容
　長万部高等学校に交通機関（ＪＲ）を利用して通学
する生徒の保護者に通学費を補助します。
●補助金額
　通学する生徒の最寄りの駅から長万部駅までのＪＲ
6ヵ月定期運賃で計算した年額相当額を補助します。
●申請手順
　①�申請に必要な「通学費補助金交付申請書」は、入
学式・始業式（４月８日）以降に高校から配付します。

　②�上記申請書に必要事項を記入・押印し、長万部
高等学校へ提出してください。

　③�長万部町から「補助金交付決定通知書」が申請
者（保護者）へ通知されます。

●支給方法
　４月から９月分を９月に支給し、10月から翌年
３月分を３月に支給します。（銀行振込）

【お問い合わせ先】
　教育委員会学校教育係　☎2－2748



35

まちのカレンダーまちのカレンダー

戸 籍 の 窓戸 籍 の 窓戸 籍 の 窓

ゴールデンウィーク期間中は
　ゴミの収集時間を変更します

～午前７時までにゴミステーションへ！～

　ゴールデンウィーク期間中は、交通渋滞が予
想されますので、ゴミの収集時間を変更します。
　午前７時までに決められたゴミステーション
に出してください。
■５月４日（月）から５月６日（水）まで
　※土・日曜日は収集しません

〔２月15日～３月14日受付分〕（敬称略）

いつまでも おしあわせに

おたんじょう おめでとう

おくやみ もうしあげます

　お な ま え　　　　生まれた月日　父母の名 住　所

　氏　　　名　　 年齢　　 月　日 住　所
島　谷　貞　光
菅　野　博　志
� �　野　和　夫
都　筑　舜　一
坂　本　清　助
佐々木　政　雄

世　帯 2,927世帯
人　口 5,247 人
　男 2,419 人
　女 2,828 人
前月比 －36 人
 （２月28日現在）

この広報誌は再生紙を使っています。

２月19日
２月24日
２月21日
２月29日
２月29日
３月12日

高砂町
陣屋町
高砂町
双　葉
双　葉
富　野

96歳
82歳
86歳
84歳
95歳
70歳
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４ 月 事　業　名　等 会　　場 時　間

１ 水
２ 木
３ 金
４ 土
５ 日
6 月
7 火
８ 水 ◆げんき倶楽部(中止) ふれあい健康センター 10:00～11:30

9 木
◆健康相談(中の沢)(中止) 中の沢振興会館 10:00～11:30
◆行政相談(中止) 役場２階小会議室 13:00～15:00

10 金
11 土
12 日
13 月
14 火 ◆身体障がい者相談(中止) 役場１階相談室 13:30～15:30

15 水
◆げんき倶楽部(中止) ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆すくすく教室・のびのび広場(中止) 子育て支援センター 10:00～11:30

16 木
◆優良運転者講習 福 祉 セ ン タ ー 18:30～
◆登記・法律無料相談 役 場 会 議 室 13:00～15:00

17 金
18 土
19 日
20 月
21 火 ◆１歳６ヶ月児・３歳児・５歳児健康診査 ふれあい健康センター 13:00～13:30
22 水 ◆げんき倶楽部(中止) ふれあい健康センター 10:00～11:30
23 木
24 金
25 土
26 日
27 月 ◆健康教室(大浜)(中止) 大 浜 振 興 会 館 10:00～11:30
28 火 ◆乳幼児健康診査・乳幼児健康相談・BCG接種 ふれあい健康センター 13:00～13:30
29 水 昭和の日

30 木

５ 月 事　業　名　等 会　　場 時　間

1 金
◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室（字長万部）福祉センター講堂 14:45～15:45

2 土
3 日 憲法記念日

4 月 みどりの日

5 火 こどもの日

6 水 振替休日

7 木
8 金
9 土

10 日
11 月

12 火 ◆年金事務相談（要予約） 役場２階会議室
10:30～12:00
13:00～15:30

　 夫 の 氏 名　　　  妻 の 氏 名　　  届出日

　今月は届出がありません。

　今月は届出がありません。
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　持病のある方、ご高齢の方は、できるだけ人混みの多
い場所を避ける等、より一層注意して下さい。
　若者世代（10代～30代）の方は、新型コロナウイル
ス感染による症状が軽く、感染に気付かず広めてしまう
可能性があるため注意して下さい。

　新型コロナウイルス対策として、クラスター（集団）の発生
を防止することが重要です。

※３つの条件のほか、共同で使う物品には
　消毒などを行ってください。
　消毒に関する詳しい内容は折込チラシでも
　紹介しています。

手の届く距離に
多くの人がいる

近距離での
会話や
発声がある

密閉空間であり
　換気が悪い

手手手手手手

　消毒に関する詳しい内容は折込チラシでも
　紹介しています。

新型コロナウイルスの集団発生防止に
 ご協力をおねがいします
新型コロナウイルスの集団発生防止に
 ご協力をおねがいします
新型コロナウイルスの集団発生防止に
 ご協力をおねがいします


